
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅳ．臭素系ダイオキシン類に関する調査 
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１ 調査の目的 

近年、臭素系ダイオキシン類による人の健康や生態系への影響が懸念されており、｢ダイオキシン類

対策特別措置法(平成11年法律第105号、平成12年1月施行)｣の附則第2条においても、臭素系ダイオキシ

ンの人への健康影響を調査することとされている。このため、臭素系ダイオキシン類の毒性やばく露実

態に関する知見を収集、整理する(文献調査)とともに、わが国における臭素系ダイオキシン類等の汚染

実態を調査することにより、臭素系ダイオキシン類の人の健康や生態系への影響に関する調査研究を推

進するための資料を得ることを目的とする。 

 

２ 調査の概要 

(1) 調査媒体 

大気、降下ばいじん、土壌、地下水、水質、底質、水生生物(魚介類)、野生生物(鳥類、ほ乳類)及

び食事試料の9媒体について調査を実施した。 また、一般家庭及び事業所においてハウスダストにつ

いての調査を実施した。 

 

(2) 調査項目 

調査媒体毎の調査項目は表-1のとおりである。 

臭素系ダイオキシン類の分析項目は、表-2に示すポリ臭素化ジベンゾ-パラ-ジオキシン(PBDDs)及

びポリ臭素化ジベンゾフラン(PBDFs)の異性体及び同族体並びに表-3に示すモノ臭素ポリ塩素化ジベ

ンゾ-パラ-ジオキシン(MoBPCDDs)及びモノ臭素ポリ塩素化ジベンゾフラン(MoBPCDFs)の異性体及び

同族体とした。 

また、塩素化ダイオキシン類及びポリ臭素化ジフェニルエーテル(PBDEs)の分析項目は表-4及び5に

示した。 

なお、臭素系ダイオキシン類及びポリ臭素化ジフェニルエーテルの分析項目は、標準物質が入手可

能なものを選定した。 

 

表-1 調査媒体毎の調査項目 

調査項目 大気 
降下 
ばいじん 

土壌 地下水 水質 底質 
水生 

生物 

野生 

生物 
食事 

ハウス

ダスト 

臭素系ダイオキシン類 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

塩素化ダイオキシン類 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 

ポリ臭素化ジフェニルエーテル ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ 
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表-2 ポリ臭素化ジベンゾ-パラ-ジオキシン(PBDDs)及びポリ臭素化ジベンゾフラン(PBDFs) 

臭素置換体 PBDDs PBDFs 

2,3,7,8-TeBDD 2,3,7,8-TeBDF 
四臭素化体 

TeBDDs総和 TeBDFs総和 

1,2,3,7,8-PeBDD 
1,2,3,7,8-PeBDF 

2,3,4,7,8-PeBDF 五臭素化体 

PeBDDs総和 PeBDFs総和 

1,2,3,4,7,8-/ 

1,2,3,6,7,8-HxBDD 

1,2,3,7,8,9-HxBDD 

1,2,3,4,7,8-HxBDF 
六臭素化体 

HxBDDs総和 HxBDFs総和 

－ 1,2,3,4,6,7,8-HpBDF 
七臭素化体 

HpBDDs総和 HpBDFs総和 

八臭素化体 OBDD OBDF 

 

 

表-3 モノ臭素ポリ塩素化ジベンゾ-パラ-ジオキシン(MoBPCDDs)及び 

モノ臭素ポリ塩素化ジベンゾフラン(MoBPCDFs) 

置換体 MoBPCDDs MoBPCDFs 

2‐MoB‐3,7,8-TrCDD 3‐MoB‐2,7,8-TrCDF 
一臭素三塩素化体 

MoB-TrCDDs総和 MoB-TrCDFs総和 

1‐MoB‐2,3,7,8-TeCDD 1‐MoB‐2,3,7,8-TeCDF 
一臭素四塩素化体 

MoB-TeCDDs総和 MoB-TeCDFs総和 

2‐MoB‐3,6,7,8,9-PeCDD － 
一臭素五塩素化体 

MoB-PeCDDs総和 MoB-PeCDFs総和 

1‐MoB‐2,3,6,7,8,9-HxCDD － 
一臭素六塩素化体 

MoB-HxCDDs総和 MoB-HxCDFs総和 

1‐MoB‐2,3,4,6,7,8,9-HpCDD － 
一臭素七塩素化体 

MoB-HpCDDs総和 MoB-HpCDFs総和 
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表-4 塩素化ダイオキシン類分析対象項目 

 塩素数 分析対象項目 略号 

2,3,7,8-ﾃﾄﾗｸﾛﾛｼﾞﾍﾞﾝｿﾞ-ﾊﾟﾗ-ｼﾞｵｷｼﾝ 2,3,7,8-TeCDD 

1,3,6,8-ﾃﾄﾗｸﾛﾛｼﾞﾍﾞﾝｿﾞ-ﾊﾟﾗ-ｼﾞｵｷｼﾝ 1,3,6,8-TeCDD 

1,3,7,9-ﾃﾄﾗｸﾛﾛｼﾞﾍﾞﾝｿﾞ-ﾊﾟﾗ-ｼﾞｵｷｼﾝ 1,3,7,9-TeCDD 
４ 

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｼﾞﾍﾞﾝｿﾞ-ﾊﾟﾗ-ｼﾞｵｷｼﾝ総和 TeCDDs総和 

1,2,3,7,8-ﾍﾟﾝﾀｸﾛﾛｼﾞﾍﾞﾝｿﾞ-ﾊﾟﾗ-ｼﾞｵｷｼﾝ 1,2,3,7,8-PeCDD 
５ 

ﾍﾟﾝﾀｸﾛﾛｼﾞﾍﾞﾝｿﾞ-ﾊﾟﾗ-ｼﾞｵｷｼﾝ総和 PeCDDs総和 

1,2,3,4,7,8-ﾍｷｻｸﾛﾛｼﾞﾍﾞﾝｿﾞ-ﾊﾟﾗ-ｼﾞｵｷｼﾝ 1,2,3,4,7,8-HxCDD 

1,2,3,6,7,8-ﾍｷｻｸﾛﾛｼﾞﾍﾞﾝｿﾞ-ﾊﾟﾗ-ｼﾞｵｷｼﾝ 1,2,3,6,7,8-HxCDD 

1,2,3,7,8,9-ﾍｷｻｸﾛﾛｼﾞﾍﾞﾝｿﾞ-ﾊﾟﾗ-ｼﾞｵｷｼﾝ 1,2,3,7,8,9-HxCDD 
６ 

ﾍｷｻｸﾛﾛｼﾞﾍﾞﾝｿﾞ-ﾊﾟﾗ-ｼﾞｵｷｼﾝ総和 HxCDDs総和 

1,2,3,4,6,7,8-ﾍﾌﾟﾀｸﾛﾛｼﾞﾍﾞﾝｿﾞ-ﾊﾟﾗ-ｼﾞｵｷｼﾝ 1,2,3,4,6,7,8-HpCDD 
７ 

ﾍﾌﾟﾀｸﾛﾛｼﾞﾍﾞﾝｿﾞ-ﾊﾟﾗ-ｼﾞｵｷｼﾝ総和 HpCDDs総和 

ダ
イ
オ
キ
シ
ン 

８ ｵｸﾀｸﾛﾛｼﾞﾍﾞﾝｿﾞ-ﾊﾟﾗ-ｼﾞｵｷｼﾝ OCDD 

2,3,7,8-ﾃﾄﾗｸﾛﾛｼﾞﾍﾞﾝｿﾞﾌﾗﾝ 2,3,7,8-TeCDF 

1,2,7,8-ﾃﾄﾗｸﾛﾛｼﾞﾍﾞﾝｿﾞﾌﾗﾝ 1,2,7,8-TeCDF ４ 

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｼﾞﾍﾞﾝｿﾞﾌﾗﾝ総和 TeCDFs総和 

1,2,3,7,8-ﾍﾟﾝﾀｸﾛﾛｼﾞﾍﾞﾝｿﾞﾌﾗﾝ 1,2,3,7,8-PeCDF 

2,3,4,7,8-ﾍﾟﾝﾀｸﾛﾛｼﾞﾍﾞﾝｿﾞﾌﾗﾝ 2,3,4,7,8-PeCDF ５ 

ﾍﾟﾝﾀｸﾛﾛｼﾞﾍﾞﾝｿﾞﾌﾗﾝ総和 PeCDFs総和 

1,2,3,4,7,8-ﾍｷｻｸﾛﾛｼﾞﾍﾞﾝｿﾞﾌﾗﾝ 1,2,3,4,7,8-HxCDF 

1,2,3,6,7,8-ﾍｷｻｸﾛﾛｼﾞﾍﾞﾝｿﾞﾌﾗﾝ 1,2,3,6,7,8-HxCDF 

1,2,3,7,8,9-ﾍｷｻｸﾛﾛｼﾞﾍﾞﾝｿﾞﾌﾗﾝ 1,2,3,7,8,9-HxCDF 

2,3,4,6,7,8-ﾍｷｻｸﾛﾛｼﾞﾍﾞﾝｿﾞﾌﾗﾝ 2,3,4,6,7,8-HxCDF 

６ 

ﾍｷｻｸﾛﾛｼﾞﾍﾞﾝｿﾞﾌﾗﾝ総和 HxCDFs総和 

1,2,3,4,6,7,8-ﾍﾌﾟﾀｸﾛﾛｼﾞﾍﾞﾝｿﾞﾌﾗﾝ 1,2,3,4,6,7,8-HpCDF 

1,2,3,4,7,8,9-ﾍﾌﾟﾀｸﾛﾛｼﾞﾍﾞﾝｿﾞﾌﾗﾝ 1,2,3,4,7,8,9-HpCDF ７ 

ﾍﾌﾟﾀｸﾛﾛｼﾞﾍﾞﾝｿﾞﾌﾗﾝ総和 HpCDFs総和 

ジ
ベ
ン
ゾ
フ
ラ
ン 

８ ｵｸﾀｸﾛﾛｼﾞﾍﾞﾝｿﾞﾌﾗﾝ OCDF 

3,4,4',5-ﾃﾄﾗｸﾛﾛﾋﾞﾌｪﾆﾙ 3,4,4',5-TeCB(#81) 
４ 

3,3',4,4'-ﾃﾄﾗｸﾛﾛﾋﾞﾌｪﾆﾙ 3,3',4,4'-TeCB(#77) 

５ 3,3',4,4',5-ﾍﾟﾝﾀｸﾛﾛﾋﾞﾌｪﾆﾙ 3,3',4,4',5-PeCB(#126) 

ノ
ン
オ
ル
ト ６ 3,3',4,4',5,5'-ﾍｷｻｸﾛﾛﾋﾞﾌｪﾆﾙ 3,3',4,4',5,5'-HxCB(#169) 

2',3,4,4',5-ﾍﾟﾝﾀｸﾛﾛﾋﾞﾌｪﾆﾙ 2',3,4,4',5-PeCB(#123) 

2,3',4,4',5-ﾍﾟﾝﾀｸﾛﾛﾋﾞﾌｪﾆﾙ 2,3',4,4',5-PeCB(#118) 

2,3,3',4,4'-ﾍﾟﾝﾀｸﾛﾛﾋﾞﾌｪﾆﾙ 2,3,3',4,4'-PeCB(#105) 
５ 

2,3,4,4',5-ﾍﾟﾝﾀｸﾛﾛﾋﾞﾌｪﾆﾙ 2,3,4,4',5-PeCB(#114) 

2,3',4,4',5,5'-ﾍｷｻｸﾛﾛﾋﾞﾌｪﾆﾙ 2,3',4,4',5,5'-HxCB(#167) 

2,3,3',4,4',5-ﾍｷｻｸﾛﾛﾋﾞﾌｪﾆﾙ 2,3,3',4,4',5-HxCB(#156) ６ 

2,3,3',4,4',5'-ﾍｷｻｸﾛﾛﾋﾞﾌｪﾆﾙ 2,3,3',4,4',5'-HxCB(#157) 

コ
プ
ラ
ナ
ー
Ｐ
Ｃ
Ｂ 

モ
ノ
オ
ル
ト 

７ 2,3,3',4,4',5,5'-ﾍﾌﾟﾀｸﾛﾛﾋﾞﾌｪﾆﾙ 2,3,3',4,4',5,5'-HpCB(#189) 
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表-5 ポリ臭素化ジフェニルエーテル(PBDEs)分析対象項目 

臭素数 分析対象項目 略号 

4-ﾌﾞﾛﾓｼ゙ ﾌｪﾆﾙｴｰﾃﾙ 4-MoBDE(#3) 
一臭素化体 

ﾌﾞﾛﾓｼﾞﾌｪﾆﾙｴｰﾃﾙ総和 MoBDEs総和 

2,4-ｼﾞﾌ゙ ﾛﾓｼﾞﾌｪﾆﾙｴｰﾃﾙ 2,4-DiBDE(#7) 

4,4'-ｼ ﾌ゙ﾞﾛﾓｼﾞﾌｪﾆﾙｴｰﾃﾙ 4,4'-DiBDE(#15) 二臭素化体 

ｼﾞﾌﾞﾛﾓｼ゙ ﾌｪﾆﾙｴｰﾃﾙ総和 DiBDEs総和 

2,2',4-ﾄﾘﾌﾞﾛﾓｼﾞﾌｪﾆﾙｴｰﾃﾙ 2,2',4-TrBDE(#17) 

2,4,4'-ﾄﾘﾌﾞﾛﾓｼﾞﾌｪﾆﾙｴｰﾃﾙ 2,4,4'-TrBDE(#28) 三臭素化体 

ﾄﾘﾌﾞﾛﾓｼ゙ ﾌｪﾆﾙｴｰﾃﾙ総和 TrBDEs総和 

2,2',4,5'-ﾃﾄﾗﾌﾞﾛﾓｼﾞﾌｪﾆﾙｴｰﾃﾙ 2,2',4,5'-TeBDE(#49) 

2,3',4',6-ﾃﾄﾗﾌﾞﾛﾓｼﾞﾌｪﾆﾙｴｰﾃﾙ 2,3',4',6-TeBDE(#71) 

2,2',4,4'-ﾃﾄﾗﾌﾞﾛﾓｼﾞﾌｪﾆﾙｴｰﾃﾙ 2,2',4,4'-TeBDE(#47) 

2,3',4,4'-ﾃﾄﾗﾌﾞﾛﾓｼﾞﾌｪﾆﾙｴｰﾃﾙ 2,3',4,4'-TeBDE(#66) 

3,3',4,4'-ﾃﾄﾗﾌﾞﾛﾓｼﾞﾌｪﾆﾙｴｰﾃﾙ 3,3',4,4'-TeBDE(#77) 

四臭素化体 

ﾃﾄﾗﾌﾞﾛﾓｼﾞﾌｪﾆﾙｴｰﾃﾙ総和 TeBDEs総和 

2,2',4,4',6-ﾍﾟﾝﾀﾌﾞﾛﾓｼﾞﾌｪﾆﾙｴｰﾃﾙ 2,2',4,4',6-PeBDE(#100) 

2,3',4,4',6-ﾍﾟﾝﾀﾌﾞﾛﾓｼﾞﾌｪﾆﾙｴｰﾃﾙ 2,3',4,4',6-PeBDE(#119) 

2,2',4,4',5-ﾍﾟﾝﾀﾌﾞﾛﾓｼﾞﾌｪﾆﾙｴｰﾃﾙ 2,2',4,4',5-PeBDE(#99) 

2,2',3,4,4'-ﾍﾟﾝﾀﾌﾞﾛﾓｼﾞﾌｪﾆﾙｴｰﾃﾙ 2,2',3,4,4'-PeBDE(#85) 

3,3',4,4',5-ﾍﾟﾝﾀﾌﾞﾛﾓｼﾞﾌｪﾆﾙｴｰﾃﾙ 3,3',4,4',5-PeBDE(#126) 

五臭素化体 

ﾍﾟﾝﾀﾌﾞﾛﾓｼﾞﾌｪﾆﾙｴｰﾃﾙ総和 PeBDEs総和 

2,2',4,4',5,6'-ﾍｷｻﾌﾞﾛﾓｼ ﾌ゙ｪﾆﾙｴｰﾃﾙ 2,2',4,4',5,6'-HxBDE(#154) 

2,2',4,4',5,5'-ﾍｷｻﾌﾞﾛﾓｼ ﾌ゙ｪﾆﾙｴｰﾃﾙ 2,2',4,4',5,5'-HxBDE(#153) 

2,2',3,4,4',5'-ﾍｷｻﾌﾞﾛﾓｼ ﾌ゙ｪﾆﾙｴｰﾃﾙ 2,2',3,4,4',5'-HxBDE(#138) 

2,3,3',4,4',5-ﾍｷｻﾌﾞﾛﾓｼ ﾌ゙ｪﾆﾙｴｰﾃﾙ 2,3,3',4,4',5-HxBDE(#156) 

六臭素化体 

ﾍｷｻﾌﾞﾛﾓｼﾞﾌｪﾆﾙｴｰﾃﾙ総和 HxBDEs総和 

2,2',3,4,4',6,6'-ﾍﾌﾟﾀﾌﾞﾛﾓｼﾞﾌｪﾆﾙｴｰﾃﾙ 2,2',3,4,4',6,6'-HpBDE(#184) 

2,2',3,4,4',5',6-ﾍﾌﾟﾀﾌﾞﾛﾓｼﾞﾌｪﾆﾙｴｰﾃﾙ 2,2',3,4,4',5',6-HpBDE(#183) 

2,3,3',4,4',5',6-ﾍﾌﾟﾀﾌﾞﾛﾓｼﾞﾌｪﾆﾙｴｰﾃﾙ 2,3,3',4,4',5',6-HpBDE(#191) 
七臭素化体 

ﾍﾌﾟﾀﾌﾞﾛﾓｼﾞﾌｪﾆﾙｴｰﾃﾙ総和 HpBDEs総和 

2,2',3,3',4,4',6,6'-ｵｸﾀﾌﾞﾛﾓｼ ﾌ゙ｪﾆﾙｴｰﾃﾙ 2,2',3,3',4,4',6,6'-OcBDE(#197) 

2,2',3,4,4',5,5',6-ｵｸﾀﾌﾞﾛﾓｼﾞﾌｪﾆﾙｴｰﾃﾙ 2,2',3,4,4',5,5',6-OcBDE(#203) 

2,2',3,3',4,4',5,6'-ｵｸﾀﾌﾞﾛﾓｼ ﾌ゙ｪﾆﾙｴｰﾃﾙ 2,2',3,3',4,4',5,6'-OcBDE(#196) 

2,3,3',4,4',5,5',6-ｵｸﾀﾌﾞﾛﾓｼﾞﾌｪﾆﾙｴｰﾃﾙ 2,3,3',4,4',5,5',6-OcBDE(#205) 

八臭素化体 

ｵｸﾀﾌﾞﾛﾓｼﾞﾌｪﾆﾙｴｰﾃﾙ総和 OcBDEs総和 

2,2',3,3',4,4',5,6,6'-ﾉﾅﾌﾞﾛﾓｼﾞﾌｪﾆﾙｴｰﾃﾙ 2,2',3,3',4,4',5,6,6'-NoBDE(#207) 

2,2',3,3',4,4',5,5',6-ﾉﾅﾌﾞﾛﾓｼﾞﾌｪﾆﾙｴｰﾃﾙ 2,2',3,3',4,4',5,5',6-NoBDE(#206) 九臭素化体 

ﾉﾅﾌﾞﾛﾓｼ゙ ﾌｪﾆﾙｴｰﾃﾙ総和 NoBDEs総和 

十臭素化体 ﾃﾞｶﾌﾞﾛﾓｼﾞﾌｪﾆﾙｴｰﾃﾙ DeBDE(#209) 
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(3) 調査試料 

環境試料7媒体(大気、降下ばいじん、土壌、地下水、水質、底質及び水生生物)について、調査媒

体ごとに全国3地域、各3地点を選定し試料の採取を行った。野生生物について地域ごとに2試料の採

取を行った。また、食事試料について地域ごとに3 試料、ハウスダストについて地域ごとにそれぞれ

一般家庭及び事業所の2試料を採取した。調査試料一覧を表-6に示した。なお、試料は平成17年8月か

ら平成18年1月までに採取した。 

 

表-6 調査試料一覧 

地

域 
地点 大気 

降下 
ばいじん 

土壌 地下水 水質 底質 水生生物 野生生物 食事 
ハウス

ダスト 

M1 市街地 1 1 1 1 1 1 1 

M2 市街地 1 1 1 1 1 1 1 

M

地

域 
M3 工業地域 1 1 1 1 1 1 1 

2 3 2 

N1 市街地 1 1 1 1 1 1 1 

N2 市街地 1 1 1 1 1 1 1 

N

地

域 
N3 焼却施設周辺 1 1 1 1 1 1 1 

2 3 2 

O1 市街地 1 1 1 1 1 1 1 

O2 市街地 1 1 1 1 1 1 1 

O

地

域 
O3 工業地域 1 1 1 1 1 1 1 

2 3 2 

合計 9 9 9 9 9 9 9 6 9 6 
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３ 試料の概要 

（1） 大気 

地域内のばらつきを把握するために、各地域ごとにそれぞれ3地点を選定し測定を行った。測定は

24時間採取を7日間連続で行った。また、焼却施設等の影響を考慮するため、風向風速等の気象条件

について測定を行った。 

大気試料の概況を表-7に示した。また、風配図を図-1～9に示した。なお、0.4 m/s未満はCalmと

した。 

 

表-7 大気試料の概況 

採取地点 採取期間 
吸引時間 

(hr) 

平均気温 

(℃) 

平均気圧 

(hPa) 

吸引量 

(m3) 

総粉じん濃度 

(mg/m3) 

M1 2005.8.25～9.1 168 24.2  983 7006.0 0.028 

M2 2005.8.25～9.1 168 24.8 1010 7020.0 0.035 M地域 

M3 2005.8.25～9.1 168 24.5 1011 7002.0 0.054 

N1 2005.10.24～10.31 168 16.7 1018 7013.7 0.093 

N2 2005.10.24～10.31 168 15.5 1015 7016.0 0.071 N地域 

N3 2005.10.24～10.31 168 16.2 1017 7011.4 0.067 

O1 2005.9.22～9.29 168 22.7 1010 7029.0 0.045 

O2 2005.9.22～9.29 168 23.5 1014 7029.0 0.051 O地域 

O3 2005.9.22～9.29 168 23.5 1009 7009.0 0.054 

M地域の採取開始日には台風の影響で60～100 mm程度の降雨があった。 
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7.7%

 

平成17年8月25日～9月1日 

平均風速：1.9 m/s 

 

図-1 M地域M1地点の風配図 
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平成17年8月25日～9月1日 

平均風速：1.9 m/s 

 

図-2 M地域M2地点の風配図 
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平成17年8月25日～9月1日 

平均風速：2.2 m/s 

 

図-3 M地域M3地点の風配図 
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平成17年10月24日～10月31日 

平均風速：1.8 m/s 

 

図-4 N地域N1地点の風配図 
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平成17年10月24日～10月31日 

平均風速：2.3 m/s 

 

図-5 N地域N2地点の風配図 
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平成17年10月24日～10月31日 

平均風速：1.0 m/s 

 

図-6 N地域N3地点の風配図 
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平成17年9月22日～9月29日 

平均風速：1.3 m/s 

 

図-7 O地域O1地点の風配図 
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平成17年9月22日～9月29日 

平均風速：3.1 m/s 

 

図-8 O地域O2地点の風配図 



 

- 11 - 

Ｎ

Ｅ

Ｓ

Ｗ

10

20

30

40%

Calm
1.2%

 

平成17年9月22日～9月29日 

平均風速：1.8 m/s 

 

図-9 O地域O3地点の風配図 

 

 

 

（2） 降下ばいじん 

大気の測定地点と同地点にて測定を行った。なお、採取期間は1箇月で行った。降下ばいじん試料の概

況を表-8に示した。 

 

表-8 降下ばいじん試料の概況 

採取地点 採取期間 
平均気温 

(℃) 

降水量 

(mm) 

降下ばいじん量 

(mg) 

降下ばいじん濃度 

(t/km2/30日) 

M1 2005.8.25～9.27 22.4 203  97 0.53 

M2 2005.8.25～9.27 23.0 221  94 0.51 M地域 

M3 2005.8.25～9.27 23.0 130 158 0.86 

N1 2005.9.29～10.31 18.9 184 220 1.2 

N2 2005.9.29～10.31 18.9 184 142 0.80 N地域 

N3 2005.9.29～10.31 17.9 150 108 0.61 

O1 2005.9.14～10.14 23.0 105  77 0.46 

O2 2005.9.14～10.14 21.9 84 117 0.70 O地域 

O3 2005.9.14～10.14 21.9 84 134 0.81 

M地域の採取開始日には台風の影響で60～100 mm程度の降雨があった。
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(3) 土壌 

地域内のばらつきを把握するために、各地域ごとにそれぞれ3地点を選定し測定を行った。なお、各

地点において表層(5 cm)土壌を5ポイント採取し、等量混合して測定を行った。土壌試料の概況を表-9

に示した。 

 

表-9 土壌試料の概況 

採取地点 採取日 
含水率 

(%) 

強熱減量 

(%) 
土性＊ 土色 被覆物等 

M1 2005.8.24 0.4  1.9 壌土 黒褐色 無 

M2 2005.8.29 0.2  1.4 シルト質壌土 褐色 無 M地域 

M3 2005.8.31 0.6  4.4 シルト質壌土 暗オリーブ色 芝生 

N1 2005.10.28 1.9  3.4 シルト質壌土 オリーブ褐色 無 

N2 2005.10.25 3.1  6.6 壌土 黒褐色 雑草 N地域 

N3 2005.10.24 5.1 17.6 シルト質壌土 黒褐色 雑草 

O1 2005.9.26 0.9  5.5 壌土 黄褐色 無 

O2 2005.9.22 0.3  2.0 砂土 暗灰黄色 無 O地域 

O3 2005.9.23 0.7  2.6 砂土 黄褐色 無 

強熱減量：水分を除いた後、600 ℃で2時間加熱したときの重量差 

 

* 土性判定の目安 

土性 判 定 法 

砂土 ほとんど砂ばかり(砂85 %以上)で、ねばり気を全く感じない。 

砂壌土 砂の感じが強く(砂65～85 %)、ねばり気はわずかしかない。 

壌土 ある程度砂を感じ(砂40～65 %)、ねばり気もある。砂と粘土が同じくらいに感じられる。 

ｼﾙﾄ質壌土 砂はあまり感じないが、サラサラした小麦粉のような感触(ｼﾙﾄ質45 %以上)がある。 

埴壌土 わずかに砂を感じるが、かなりねばる(粘土15～25 %)。 

重埴土 ほとんど砂を感じないで、よくねばる(粘土45 %以上)。 

(参考文献)ペドロジスト懇談会編：土壌調査ハンドブック、博友社 

 シルト：粒径5μm～74μmの粒子、粘土：粒径5μm以下の粒子(日本統一土質分類) 
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(4)  地下水 

地域内のばらつきを把握するために、各地域ごとにそれぞれ3地点を選定し測定を行った。試料の

概況を表-10に示した。 

 

表-10 地下水試料の概況 

採取地点 採取日 天候 
気温 

(℃) 

水温 

(℃) 
pH 

SS 

(mg/L) 

電気伝導度 

(mS/m) 
臭気 外観 

M1 2005.8.26 曇 27.5 18.1 6.8  6 25 無臭 無色 

M2 2005.9.9 曇 25.5 15.1 6.2  3 20 弱下水臭 淡黄褐色 M地域 

M3 2005.8.31 晴 27.0 16.8 7.8 <1 14 無臭 無色 

N1 2005.10.27 曇 17.6 16.9 7.9 <1 28 無臭 無色 

N2 2005.10.25 晴 22.0 17.4 8.0 13 31 無臭 無色 N地域 

N3 2005.10.26 雨 16.0 19.0 8.0 <1 38 無臭 淡黄褐色 

O1 2005.9.27 曇 23.0 18.7 6.8 <1 22 無臭 無色 

O2 2005.9.24 晴 28.5 21.4 6.4 <1 34 無臭 無色 O地域 

O3 2005.9.26 晴 27.0 21.1 6.6 <1 30 無臭 無色 

SS：浮遊物質量 
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(5)  水質及び底質 

地域内のばらつきを把握するために、各地域ごとにそれぞれ3地点を選定し測定を行った。試料の

概況を表-11及び12に示した。 

表-11 水質試料の概況 

採取地点 採取日 天候(前日) 
気温 

(℃) 

水温 

(℃) 
pH 

SS 

(mg/L) 
透視度 臭気 外観 

M1(河川) 2005.8.24 曇(雨時々曇)24.0 22.8 6.7 10   70 弱下水臭 無色 

M2(河川) 2005.8.29 晴(曇) 27.5 20.6 6.5  6 >100 無臭 淡黄色 M地域 

M3(海域) 2005.8.30 晴(晴) 25.5 25.0 8.1  2 >100 無臭 無色 

N1(河川) 2005.10.30 曇(曇) 17.0 18.5 7.4  2 >100 無臭 淡黄緑色 

N2(河川) 2005.11.22 晴(晴) 15.0 13.1 8.0  9   46 無臭 淡黄褐色 N地域 

N3(河川) 2005.10.29 曇(晴) 18.0 19.2 7.5  2 >100 無臭 淡緑色 

O1(河川) 2005.9.23 晴(曇) 26.7 23.3 6.2  2 >100 無臭 淡黄色 

O2(河川) 2005.9.25 晴(晴) 25.8 23.3 6.5 <1 >100 無臭 無色 O地域 

O3(河川) 2005.9.21 晴(晴) 30.5 30.1 6.4  3 >100 弱塩素臭 淡黄色 

SS：浮遊物質量 

 

表-12 底質試料の概況 

採取地点 採取日 
泥温 

(℃) 

含水率 

(%) 

強熱減量 

(%) 
泥質 臭気 外観 混入物 

M1(河川) 2005.8.24 23.4 15.9 0.9 砂 弱魚貝臭 ｵﾘｰﾌ゙ 色 無 

M2(河川) 2005.8.29 21.2 21.2 1.7 砂 無臭 ｵﾘｰﾌ゙ 色 無 
M地域 

M3(海域) 2005.8.30 25.5 55.0 12.5 泥 中魚貝臭 黒色 
貝殻･ 

ヒトデ 

N1(河川) 2005.10.30 19.7 18.0 1.6 砂 強硫化水素臭 黒色 
貝殻･ 

植物片 

N2(河川) 2005.11.22 12.6 49.6 10.2 
泥 

粘土 
弱土臭 ｵﾘｰﾌﾞ黒色 植物片 

N地域 

N3(河川) 2005.10.29 20.5 43.6 8.5 泥 強硫化水素臭 黒色 貝殻･貝 

O1(河川) 2005.9.23 24.4 6.6 0.5 砂 弱魚貝臭 灰ｵﾘｰﾌﾞ色 小石 

O2(河川) 2005.9.25 23.6 10.4 0.4 砂 無臭 にぶい黄褐色 植物片 
O地域 

O3(河川) 2005.9.21 28.8 32.5 3.5 泥 中下水臭 ｵﾘｰﾌﾞ黒色 
金属片 

ミミズ 

強熱減量：水分を除いた後、600℃で2時間加熱したときの重量差 
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(6) 水生生物 

水質及び底質を測定した水域において試料の採取を行った。採取した種及びその概況を表-13に示

した。また、調製試料の脂質含量を示した。調製は、魚類は可食(筋肉)部、貝類は貝殻を除いた全体

部分について行った。 

 

表-13 水生生物試料の概況 

採取地

点 
 種 採取日 個体数 体重(g) 体長(cm) 脂質(%) 

M1(河川) コイ 2005.11.9,10 3 2450～4300 55.0～59.5 3.2 

M2(河川) アユ 2005.8.29 175 6.66～57.0 9.8～18.3 2.7 M地域 

M3(海域) ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ 2005.8.30 356 23.9(平均) 1.5～2.7 2.0 

N1(河川) コイ 2005.12.28,29 4 3300～6600 60.2～76.9 3.0 

N2(河川) コイ 2005.12.9 3 905～1147 41.2～44.5 0.4 N地域 

N3(河川) マガキ 2005.12.28,29 398 32.6～102 6.6～11.2 0.7 

O1(河川) コイ 2005.9.27 3 174～1143 21.2～41.5 0.5 

O2(河川) ボラ 2005.9.30 21 33.1～56.1 15.5～18.3 3.5 O地域 

O3(河川) ボラ 2005.9.27 44 13.4～1025 12.2～44.2 2.0 

 

 

(7) 野生生物(鳥類、ほ乳類) 

各地域について野生生物(鳥類、ほ乳類)を採取した。採取した生物種及びその概況を表-14に示した。

また、調製試料の脂質含量を示した。調製は筋肉部について行った。 

 

表-14 野生生物試料の概況 

採取地点 種 個体数 採取日 体重(g) 翼長(cm) 尾長(cm) 脂質(%)

ニホンジカ 1(雄) 2006.1.6 70000 － －  0.3 
M地域 

ニホンザル 1(雌) 2005.9.16 5800 － －  0.9 

ハシブトガラス 5 2005.10.26 505～717 31.5～35.5 20.0～22.5  1.8 
N地域 

ニホンザル 1(雄) 2005.9.24 7600 － －  1.1 

ハシブトガラス 6 2005.12.17 613～744 33.0～36.0 19.0～23.0  2.2 
O地域 

イノシシ 1 2005.11.16 68000 － － 23.0 

個体数欄に雌雄の別のないものは性別不明 
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(8)  食事試料  

調査地域に居住する住民を選定し、陰膳方式(実際に摂食した食事と同じもの、同じ量を採取し試

料とする方法)で食事試料(3日分を1試料とした。)を各地域ごとにそれぞれ3試料ずつ調製した。表-15

～23に食事試料の内容を示した。 

 

表-15 食事試料(M1試料 男性、年齢29歳、体重63 kg) 

1日目(3454 g) 2日目(3930 g) 3日目(3420 g) 
きのこご飯(米､ﾏｲﾀｹ､ｼｲﾀｹ) 

味噌汁(豆腐､ﾜｶﾒ､ｷｬﾍ゙ ﾂ､ﾐｮｳｶ゙ ) 

佃煮(ﾜｶｻｷ ､゙ｺｳﾅｺﾞ) 

ささかま 

ﾋﾟ ﾏーﾝ炒め(ﾋﾟー ﾏﾝ) 

大根おろし 

ﾌﾙ ﾂーﾖー ｸ゙ ﾙﾄ(ﾘﾝｺ゙ ､ﾊ゙ ﾅﾅ､ﾖ ｸーﾞﾙﾄ) 

牛乳 

ご飯(米) 

味噌汁(ｼﾞｬｶﾞｲﾓ､ｻｻｷﾞ､ｺﾏﾂﾅ､ﾀ゙ ｲｺﾝ､ｴﾉｷ､

ﾜｶﾒ) 

煮物(ﾅｽ､ﾅﾒｺ､ﾋﾟー ﾏﾝ) 

納豆､ｵｸﾗ 

漬物(ｷｭｳﾘ､ﾐｮｳｶ゙ ､ﾅｽ､ｼｮｳｶ゙ ) 

ラジウム卵 

大根おろし 

ﾌﾙ ﾂーﾖー ｸ゙ ﾙﾄ(ﾄﾏﾄ､ﾊ ﾅ゙ﾅ､ｷｳｲ､ﾖ ｸー ﾙ゙ﾄ) 

牛乳 

ご飯(米) 

味噌汁(ｼﾞｬｶ ｲ゙ﾓ､ﾀﾏﾈｷ゙ ､ﾀ ｲ゙ｺﾝ､ｷｬﾍ゙ ﾂ､ 

油揚げ､ﾜｶﾒ) 

炒り豆腐(豆腐､ｷｬﾍ゙ ﾂ､ﾆﾝｼ゙ ﾝ､ﾋﾟー ﾏﾝ､ 

ｼﾒｼ゙ ､豚肉､卵) 

煮豆(ｷﾝﾄｷﾏﾒ) 

納豆 

焼き魚(ｻｹ) 

大根おろし 

漬物(ｷｭｳﾘ) 

ﾌﾙ ﾂーﾖー ｸ゙ ﾙﾄ(ﾅｼ､ﾘﾝｺ゙ ､ﾖ ｸー ﾙ゙ﾄ) 

牛乳 

きのこご飯(米､ﾏｲﾀｹ､ｼｲﾀｹ) 

豚肉のﾋ゚ ｶﾀ(豚肉､卵) 

焼き魚(ｻｹ) 

ﾋﾟ ﾏーﾝ炒め(ﾋﾟー ﾏﾝ) 

煮物(ｺﾝﾌﾞ､油揚げ､ﾆﾝｼ ﾝ゙) 

うめぼし 

ﾄﾏﾄ､ﾚﾓﾝ 

ご飯(米､ふりかけ､うめぼし) 

豚肉ｿﾃｰ(豚肉､ｼｼﾄｳ) 

焼き魚(ｻｹ) 

煮物(ﾋｼ゙ ｷ､ﾆﾝｼ ﾝ゙､油揚げ､ｼｲﾀｹ) 

甘煮(ｻﾂﾏｲﾓ､ﾚー ｽ゙ ﾝ) 

ﾚﾓﾝ 

ｻﾝﾄ゙ ｲｯﾁ(ﾊ ﾝ゚､ﾚﾀｽ､ﾄﾏﾄ､ﾊﾑ､ﾁｰｽ゙ ､ｺ ﾏ゙､卵) 

牛乳 

ご飯(米) 

豚汁(ｼﾞｬｶﾞｲﾓ､ﾆﾝｼﾞﾝ､ﾊｸｻｲ､ｺﾞﾎﾞｳ､ﾀ ｲ゙ｺﾝ､

ｷﾉｺ､豆腐､ﾈｷ ､゙豚肉､油揚げ) 

煮魚(ｶﾚｲ､ｺ゙ ﾎ゙ ｳ) 

煮物(ｻﾄｲﾓ､ﾆﾝｼ ﾝ゙､ｼｲﾀｹ､ｺﾝﾆｬｸ､鶏肉､ 

ｲﾝｹ゙ ﾝ) 

おひたし(ﾓﾔｼ､ﾜｶﾒ､ｼﾒｼ ､゙ｳﾒ) 

ｸﾞﾚー ﾌ゚ ﾌﾙｰﾂ 

ﾁｰｽ゙  

麦ご飯(米､麦) 

鶏ﾊー ﾌ゙ 焼き(鶏肉､ﾚﾝｺﾝ､甘酢､ﾚﾓﾝ) 

さしみ(ﾏｸ ﾛ゙､とろろ) 

春雨ｻﾗﾀ゙ (春雨､ｷｭｳﾘ､ﾄﾏﾄ､焼豚､ｺﾞー ﾔ) 

ごま和え(ｻｻｷ゙ ､ｺﾞﾏ) 

おひたし(ﾂﾙﾑﾗｻｷ) 

漬物(ｷｭｳﾘ､ｾﾛﾘ､ﾅｽ､ｳﾒ) 

ご飯(米) 

ｻﾝﾏの蒲焼き(ｻﾝﾏ) 

ﾋｼ ｷ゙の袋煮(油揚げ､ﾋｼ ｷ゙､ﾆﾝｼ゙ ﾝ､とろろ) 

ｷﾑﾁ(ﾊｸｻｲ) 

おひたし(ｼｭﾝｷ ｸ゙､ｶﾂｵﾌ ｼ゙) 

ｻﾗﾀ゙ (ﾚﾀｽ､ｷｭｳﾘ､ﾄﾏﾄ､ﾋ゚ ﾏーﾝ､ﾁ ｽー ､゙ｾﾛﾘ､ 

ｼｰﾁｷﾝ､ﾚﾓﾝ) 

酢の物(ﾜｶﾒ､ｷｸ) 

ｷｭｳﾘ､みそ 

枝豆 

ﾌﾟﾘﾝ 

緑茶 

お茶飲料 

ｼﾞｮｱ､果汁飲料 

ｽﾎﾟー ﾂ飲料 

水 

緑茶､どくだみ茶 

お茶飲料 

ｼﾞｮｱ､果汁飲料 

水 

緑茶 

お茶飲料 

果汁飲料 

ｽﾎﾟー ﾂ飲料 

水 
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表-16 食事試料(M2試料 女性、年齢53歳、体重50 kg) 

1日目(2032 g) 2日目(1983 g) 3日目(1648 g) 
ご飯(米) 

味噌汁(ﾅｽ) 

おひたし(ﾀ゙ ｲｺﾝ葉､ｶﾂｵﾌ゙ ｼ) 

ﾊﾑ 

ﾅｼ 

ｻﾌ ﾘ゚ﾒﾝﾄ 

ご飯(米) 

味噌汁(ｼﾞｬｶ ｲ゙ﾓ､ﾀ ｲ゙ｺﾝ葉) 

納豆 

味付のり 

冷や奴(豆腐､ｼｮｳｶﾞ) 

漬物(ﾊｸｻｲ) 

ｻﾌ ﾘ゚ﾒﾝﾄ 

ﾄｰｽﾄ(食ﾊﾟﾝ､ﾏー ｶ゙ ﾘﾝ､ｼ゙ ｬﾑ)  

ｺｰﾋー 牛乳 

ﾅｼ 

ｻﾌ ﾘ゚ﾒﾝﾄ 

のり巻き(米､ｶﾝﾋﾟｮｳ､ﾀﾏｺ ､゙ﾉﾘ) 

いなり寿司(米､油揚げ) 

蒸しﾊ゚ ﾝ 

ﾄｰｽﾄ(食ﾊﾟﾝ､ﾏー ｶ゙ ﾘﾝ､ｼ゙ ｬﾑ) 

ﾖｰｸ゙ ﾙﾄ(ｳｺﾝ) 

焼きそば(麺､ｷｬﾍﾞﾂ､ﾓﾔｼ､ﾆﾝｼ ﾝ゙､ﾀﾏﾈｷ゙ ､ 

豚肉､紅ｼｮｳｶ ､゙青ﾉﾘ､ｿー ｽ) 

ﾊﾞﾅﾅ 

焼き肉(豚肉) 

生野菜(ｷｭｳﾘ､ﾚﾀｽ､ｱｽﾊ゚ ﾗ､ﾄ゙ ﾚｯｼﾝｸﾞ) 

ﾏｶﾛﾆｻﾗﾀ゙ (ﾏｶﾛﾆ､ｷｭｳﾘ､ﾏﾖﾈ ｽーﾞ) 

味噌汁(ｼﾞｬｶ ｲ゙ﾓ､ﾀ ｲ゙ｺﾝ葉) 

ｶﾆｶﾏ 

ｶﾚ ﾗーｲｽ(米､ｼ ｬ゙ｶ゙ ｲﾓ､ﾀﾏﾈｷ ､゙ﾆﾝｼ ﾝ゙､豚肉 

ｶﾚ ﾙーｰ) 

卵豆腐 

なめこおろし(ﾅﾒｺ､ﾀ ｲ゙ｺﾝ) 

ご飯(米) 

とんかつ(豚肉､ｷｬﾍ゙ ﾂ) 

佃煮(ｺﾝﾌﾞ) 

生野菜(ｷｭｳﾘ､ﾄ ﾚ゙ｯｼﾝｸ゙ ) 

せんべい(ｺ゙ ﾏ) 

ﾊﾞﾀー ｸｯｷー  

お茶 

紅茶 

ｸﾞﾚー ﾌ゚ ﾌﾙｰﾂｼ ｭ゙ ｽー 

ﾅｯﾂｸｯｷｰ 

ｱｲｽｸﾘー ﾑ 

ｼｭ ｸーﾘー ﾑ 

お茶 

紅茶 

野菜ｼ゙ ｭー ｽ 

豆ﾊ゚ ﾝ(ｳｸﾞｲｽ豆､金時豆､ﾊ ﾝ゚) 

ｸｯｷー  

お茶 

麦茶 

 

表-17 食事試料(M3試料 男性、年齢44歳、体重59 kg) 

1日目(1949 g) 2日目(1467 g) 3日目(1634 g) 
ご飯(米) 

味噌汁(豆腐､ﾀ ｲ゙ｺﾝ､ｼﾒｼ゙ ) 

漬物(ｷｭｳﾘ) 

佃煮(ｺﾝﾌﾞ､白ｺ ﾏ゙) 

ﾋﾟ ﾅーｯﾂﾊ゚ ﾝ 

ﾚｰｽ゙ ﾝﾊ ﾝ゚ 

牛乳 

ご飯(米) 

納豆 

味付のり 

ﾊﾟﾝ(ﾋ゚ ﾅーｯﾂ､ｶｽﾀー ﾄ ｸ゙ﾘー ﾑ､ﾎｲｯﾌ゚ ｸﾘ ﾑー) 

牛乳 

焼きそば(豚肉､ﾀﾏﾈｷ ､゙ﾆﾝｼ゙ ﾝ､ﾆﾗ､ｷｬﾍ゙ ﾂ､ 

麺) 

おにぎり(米､ｼｿ､ｳﾒﾎ ｼ゙) 

食パン 

牛乳 

ご飯(米) 

豚汁(豚肉､豆腐､ｻﾄｲﾓ､ﾆﾝｼ゙ ﾝ､ｺ ﾎ゙ ｳ゙､ 

ｺﾝﾆｬｸ､ｼｲﾀｹ､ﾈｷ ､゙ﾊｸｻｲ､ﾀ゙ ｲｺﾝ) 

漬物(ﾊｸｻｲ､ｺﾝﾌﾞ) 

炒め物(鶏肉､ｶﾎ゙ ﾁｬ､ｼ゙ ｬｶ ｲ゙ﾓ､ｻﾆー ﾚﾀｽ) 

生野菜(ｷｭｳﾘ､みそ) 

ご飯(米) 

味噌汁(豚肉､ｻﾄｲﾓ､ﾆﾝｼ ﾝ゙､ﾀﾏﾈｷ ､゙ｺ゙ ﾎ゙ ｳ､ 

ｼｲﾀｹ､ﾀ ｲ゙ｺﾝ､豆腐) 

焼き魚(ﾒﾇｷの粕漬け) 

おでん(ﾀﾞｲｺﾝ､ﾁｸﾜ､ｺﾝﾆｬｸ､卵､厚揚げ) 

漬物(ｷｬﾍﾞﾂ､ｷｭｳﾘ､ｼｮｳｶﾞ) 

ご飯(米) 

味噌汁(ｺﾏﾂﾅ､ﾁﾝｹﾞﾝｻｲ､豆腐､ｼﾒｼ゙ ) 

味噌炒め(豚肉､ﾅｽ､ﾆﾝｼ ﾝ゙､ﾆﾝﾆｸ､ﾚﾀｽ) 

ﾂﾅｻﾗﾀﾞ(ﾂﾅ､ﾄﾏﾄ､ﾚﾀｽ) 

漬物(ﾊｸｻｲ､ﾆﾝｼ ﾝ゙､ｺﾝﾌ゙ ､ｲｶ､ﾄｳｶ ﾗ゙ｼ) 

おひたし(ﾓﾛﾍｲﾔ､ｶﾂｵﾌ゙ ｼ) 

ｺｰﾋー  

麦茶 

ﾌﾞﾄ゙ ｳ 

麦茶 

ｻｲﾀ゙ ｰ 

饅頭 

ｺｰﾋー  

麦茶 
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表-18 食事試料(N1試料 男性、年齢28歳、体重64 kg) 

1日目(2223 g) 2日目(2806 g) 3日目(2394 g) 
ﾄｰｽﾄ(食ﾊﾟﾝ､ﾏー ｶ゙ ﾘﾝ､ｵﾚﾝｼ ﾏ゙-ﾏﾚ ﾄーﾞ) 

ゆで卵(卵) 

ｺｺｱﾐﾙｸ(牛乳､ｺｺｱ) 

ﾋﾟｻ゙ ﾄー ｽﾄ(食ﾊ゚ ﾝ､ﾍﾞー ｺﾝ､ﾁ ｽーﾞ､ﾄﾏﾄｹﾁｬｯﾌ゚ ) 

ﾄｰｽﾄ(食ﾊﾟﾝ､ﾏー ｶ゙ ﾘﾝ) 

ｶﾌｪｵﾚ(ｲﾝｽﾀﾝﾄｺ ﾋーｰ､砂糖､牛乳) 

ﾌﾟﾙー ﾝ 

ﾖｰｸ゙ ﾙﾄ 

ﾄｰｽﾄ(食ﾊﾟﾝ) 

ｶﾚｰ(鶏肉､ｼ゙ ｬｶ ｲ゙ﾓ､ﾀﾏﾈｷ゙ ､ﾆﾝｼ゙ ﾝ､ﾅｽ､ 

ｶﾚ ﾙーｳ) 

ｶﾌｪｵﾚ(ｲﾝｽﾀﾝﾄｺ ﾋーｰ､砂糖､牛乳) 

ﾌﾟﾙー ﾝ 

ｽﾊ ｹ゚ ﾃ゙ｨー (ﾍ゙ ｺーﾝ､ﾀﾏﾈｷ゙ ､ｵﾘー ﾌ ｵ゙ｲﾙ､ﾁ ｽーﾞ) 

ﾋﾟ ﾅーｯﾂせんべい 

ﾊﾝﾊ゙ ｶーﾞー (ﾊ゚ ﾝ､ﾊﾝﾊﾞー ｸ゙ ､ﾄﾏﾄ､ﾀﾏﾈｷ ､゙ 

ﾏﾖﾈー ｽ゙ ) 

ﾌﾗｲﾄ ﾎ゙ ﾃ゚ﾄ 

ｵﾆｵﾝﾘﾝｸ゙ (ﾀﾏﾈｷﾞ) 

ｼﾞﾝｼ ｬ゙ｴー ﾙ 

焼きそば(麺､ｷｬﾍﾞﾂ､ﾆﾝｼ゙ ﾝ､豚肉､ｼﾒｼ゙ ) 

ｼﾞｬﾑﾊ゚ ﾝ(ﾌ ﾙ゙ ﾍー ﾘ゙ｰｼ゙ ｬﾑ) 

ﾚﾓﾈー ﾄ゙ (ﾊﾁﾐﾂ､ﾚﾓﾝ) 

ご飯(米) 

ﾅｽ焼き(ﾅｽ､ﾐｿ､砂糖､酒) 

味噌汁(ﾜｶﾒ､ﾈｷﾞ) 

梅ﾆﾝﾆｸ 

ｶﾚ ﾗーｲｽ(米､鶏肉､ｼ ｬ゙ｶ゙ ｲﾓ､ﾀﾏﾈｷ ､゙ﾆﾝｼ ﾝ゙､ 

ﾅｽ､ｶﾚー ﾙｳ) 

牛乳 

鮭ご飯(米､ｻｹ) 

ﾎﾟﾄﾌ(ｷｬﾍﾞﾂ､ﾆﾝｼ゙ ﾝ､ﾀﾏﾈｷ゙ ､ﾍﾞ ｺーﾝ､ 

ｼﾞｬｶ ｲ゙ﾓ､ｺﾝｿﾒ) 

麦茶 

ﾐﾈﾗﾙｳｫ ﾀーｰ 

お茶飲料 

ｺﾝﾆｬｸｾ ﾘ゙ｰ 

まるごとﾊ ﾅ゙ﾅ(ﾊ゙ ﾅﾅ､ﾎｲｯﾌﾟ゚ ｸﾘー ﾑ､ﾊ゚ ﾝ) 

麦茶 

ﾐﾈﾗﾙｳｫ ﾀーｰ 

ｶﾙﾋ゚ ｽ 

ｺﾝﾆｬｸｾ ﾘ゙ｰ 

麦茶 

ﾐﾈﾗﾙｳｫ ﾀーｰ 

ｽﾎﾟー ﾂﾄ ﾘ゙ﾝｸ 

 

表-19 食事試料(N2試料 女性、年齢48歳、体重48 kg) 

1日目(2567 g) 2日目(2896 g) 3日目(2526 g) 
ﾊﾑﾄー ｽﾄ(食ﾊ゚ ﾝ､ﾊﾑ､ﾚﾀｽ､ﾏﾖﾈー ｽ ､゙ 

ﾌﾞﾙー ﾍ゙ ﾘー ｼ ｬ゙ﾑ) 

ﾖｰｸ゙ ﾙﾄ(ﾖｰｸ゙ ﾙﾄ､ﾊﾁﾐﾂ) 

ﾌﾞﾄ゙ ｳ(巨峰) 

ご飯(米) 

味噌汁(ｴﾉｷ､ﾀﾏﾈｷﾞ) 

魚（ｻﾜﾗ、大根おろし） 

ｷﾝﾋ゚ ﾗ(ｺ゙ ﾎ ｳ゙､ﾆﾝｼﾞﾝ､ｼｮｳｶ ､゙白ｺ ﾏ゙) 

漬物(ｷｭｳﾘ) 

ﾌﾞﾄ゙ ｳ(巨峰) 

ｻﾝﾄ゙ ｲｯﾁ(ﾊ ﾝ゚､ﾊﾑ､ﾚﾀｽ､ﾄﾏﾄ､ﾏﾖﾈー ｽ゙ ､ 

ﾌﾞﾙー ﾍ゙ ﾘー ｼ ｬ゙ﾑ) 

ﾖｰｸ゙ ﾙﾄ(ﾖｰｸ゙ ﾙﾄ､ﾊﾁﾐﾂ) 

ﾌﾞﾄ゙ ｳ(巨峰) 

ご飯(米) 

ﾌﾞﾘ大根(ﾌ ﾘ゙､ﾀ ｲ゙ｺﾝ､ｺﾝﾆｬｸ) 

煮豚(豚肉) 

漬物(梅干し､ｷｭｳﾘ､ｼｮｳｶ゙ ) 

冷やしﾄﾏﾄ 

ｻﾝﾄ゙ ｲｯﾁ(ﾊ ﾝ゚､ﾂﾅ､ﾊﾑ､ﾚﾀｽ､ﾏﾖﾈ ｽーﾞ) ご飯(米) 

ｶｷﾌﾗｲ 

ふかしいも 

漬物(梅干し､ｷｭｳﾘ) 

きのこうどん(うどん､ｼﾒｼﾞ､ｼｲﾀｹ､油揚

げ､ﾈｷ゙ ､ﾉﾘ､柚子七味) 

天ぷら(ｱﾅｺ゙ ) 

ﾅｼ 

ご飯(米) 

焼き肉(牛肉) 

ﾅﾑﾙ(ﾎｳﾚﾝｿｳ､豆ﾓﾔｼ､ﾀ ｲ゙ｺﾝ､ｾﾞﾝﾏｲ､白ｺ゙ ﾏ 

ﾄﾏﾄ､ﾆﾝｼ゙ ﾝ) 

冷や奴(豆腐､ﾐｮｳｶﾞ) 

ｷﾑﾁ(ﾊｸｻｲ､ﾄｳｶ゙ ﾗｼ) 

汁物(ﾓｽ゙ ｸ) 

ご飯(米) 

山かけ(ﾏｸ ﾛ゙､ﾔﾏｲﾓ､ﾉﾘ) 

肉じゃが(牛肉､ｼﾞｬｶ ｲ゙ﾓ､ﾆﾝｼ ﾝ゙) 

味噌汁(豆腐､ｴﾉｷ､ﾆﾗ) 

漬物(ｷｭｳﾘ) 

せんべい 

ﾁｮｺﾚ ﾄー 

緑茶 

ｺｰﾋー  

野菜ｼ゙ ｭー ｽ(ﾊ ｾ゚ﾘ､ﾋﾟー ﾏﾝ､ﾘﾝｺﾞ､ﾎｳﾚﾝｿｳ､ 

ｱｼﾀﾊ ､゙ﾔー ｺﾝ､ﾄﾏﾄ､ｾﾙﾘ ､ーﾆﾝｼ゙ ﾝ､ｹ ﾙー) 

水 

ういろう 

緑茶 

ｺｰﾋー  

野菜ｼ゙ ｭー ｽ(ﾊ ｾ゚ﾘ､ﾋﾟー ﾏﾝ､ﾘﾝｺﾞ､ﾎｳﾚﾝｿｳ､ 

ｱｼﾀﾊ ､゙ﾔー ｺﾝ､ﾄﾏﾄ､ｾﾙﾘ ､ーﾆﾝｼ゙ ﾝ､ｹ ﾙー) 

水 

菓子ﾊ゚ ﾝ(ﾊ ﾝ゚､ｶｽﾀｰﾄ゙ ｸﾘ ﾑー) 

緑茶 

ｺｰﾋー  

野菜ｼ゙ ｭー ｽ(ﾆﾝｼ ﾝ゙､ﾎｳﾚﾝｿｳ､ﾄﾏﾄ､ﾊ゚ ｾﾘ､ 

ｶﾎ ﾁ゙ｬ､ｱｼﾀﾊ゙ ､ﾔ ｺーﾝ､ｺﾏﾂﾅ､ﾌ゙ ﾛｯｺﾘー ､ﾘﾝｺﾞ､ 

ｵﾚﾝｼ ､゙ﾚﾓﾝ) 

水 
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表-20 食事試料(N3試料 女性、年齢50歳、体重60 kg) 

1日目(2113 g) 2日目(2319 g) 3日目(2002 g) 
ｻﾝﾄ゙ ｲｯﾁ(ﾊ ﾝ゚､ｷｬﾍﾞﾂ､ﾁー ｽ゙ ､卵、ﾏﾖﾈー ｽ゙ ､ 

ｿｰｾー ｼ゙ ､ｹﾁｬｯﾌ゚ ､ﾏｽﾀー ﾄ゙ ) 

ﾘﾝｺ゙  

ﾌﾞﾄ゙ ｳ(巨峰) 

ｺﾛｯｹｻﾝﾄ゙ (ﾊ゚ ﾝ､ｷｬﾍ ﾂ゙､ｺﾛｯｹ) 

ﾅｼ 

ﾋﾟｻ゙ ﾄー ｽﾄ(食ﾊ゚ ﾝ､ﾁ ｽー ､゙ﾋ゚ ﾏーﾝ､ﾀﾏﾈｷ゙ ) 

牛乳 

ﾅｼ 

ｶｷ 

ﾁｬ ﾊーﾝ(米､ﾋ゚ ﾏーﾝ､ﾆﾝｼ ﾝ゙､ﾀﾏﾈｷ ､゙卵) 

ﾜｶﾒｽ ﾌーﾟ(ﾜｶﾒ､卵､長ﾈｷ゙ ､ｺ ﾏ゙) 

ﾅｼ 

ﾗｰﾒﾝ(麺､豚肉､ﾋ゚ ｰﾏﾝ､ﾆﾝｼ ﾝ゙､ﾀﾏﾈｷ ､゙ 

ｼｲﾀｹ) 

ｲﾁｼ゙ ｸ 

ｻﾗﾀ゙ ｿー ﾒﾝ(麺､ｷｭｳﾘ､ｱｽﾊ ﾗ゚､ﾄﾏﾄ､卵､ﾊﾑ) 

ご飯(米) 

味噌汁(ﾀﾞｲｺﾝ､ﾏｲﾀｹ) 

ﾌﾗｲ(豚肉､ｲｶ) 

ｺﾛｯｹ(ｼ ｬ゙ｶ ｲ゙ﾓ､ﾀﾏﾈｷ゙ ､ﾆﾝｼ ﾝ゙) 

ﾎﾟﾃﾄｻﾗﾀ゙ (ｼ゙ ｬｶ ｲ゙ﾓ､ｷｭｳﾘ､ﾘﾝｺ ､゙ｺー ﾝ､ｶﾆｶﾏ) 

ｷｬﾍ゙ ﾂ千切り 

ﾅｼ 

ご飯(米) 

おでん(卵､ｺﾝﾆｬｸ､さつま揚げ､ﾀ゙ ｲｺﾝ､ 

鶏肉､ﾁｸﾜ) 

焼き魚(ｻﾝﾏ､大根おろし) 

おひたし(ﾎｳﾚﾝｿｳ､ｶﾂｵﾌ ｼ゙) 

ご飯(米) 

ﾊｯｼｭﾄ゙ ﾋ゙ ｰﾌ(豚肉､ﾀﾏﾈｷﾞ) 

ｻﾗﾀ゙ (ﾚﾀｽ､ｷｭｳﾘ､ﾄﾏﾄ､ﾂﾅ､ﾏﾖﾈｰｽ゙ ) 

ｺｰﾋー  

ﾗｲﾁﾃｨー  

お茶 

豆乳 

ﾋﾞ ﾙー 

水 

野菜ｼ゙ ｭー ｽ 

ｺｰﾋー  

お茶 

ﾋﾞ ﾙー 

水 

みたらしだんご 

お茶 

ｳｰﾛﾝ茶 

ﾋﾞﾀﾐﾝﾚﾓﾝ 

 

表-21 食事試料(O1試料 男性、年齢47歳、体重64 kg) 

1日目(2227 g) 2日目(2265 g) 3日目(2835 g) 
ｻﾝﾄ゙ ｲｯﾁ(食ﾊ ﾝ゚､ﾏｰｶ゙ ﾘﾝ､ﾚﾀｽ､ｼー ﾁｷﾝ) 

ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ 

ﾊﾞﾅﾅ 

ｺｰﾋー  

牛乳 

ｻﾝﾄ゙ ｲｯﾁ(食ﾊ ﾝ゚､ﾏｰｶ゙ ﾘﾝ､ﾚﾀｽ､ﾊﾑ) 

ｿｰｾー ｼ゙  

ｸﾞﾚー ﾌ゚ ﾌﾙｰﾂ 

ｺｰﾋー  

牛乳 

ｻﾝﾄ゙ ｲｯﾁ(食ﾊ ﾝ゚､ﾏｰｶ゙ ﾘﾝ､ﾚﾀｽ､ﾊﾑ) 

ﾐｶﾝ 

ｺｰﾋー  

牛乳 

ご飯(米) 

焼きそば(麺､ｷｬﾍﾞﾂ､長ﾈｷﾞ) 

ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ 

漬物(野沢菜) 

雑炊(米､卵) 

味付のり 

ご飯(米) 

鳥唐揚げ(鳥肉) 

ゆで卵 

漬物(たくあん) 

水炊き(ﾊｸｻｲ､長ﾈｷﾞ､ｴﾉｷﾀ゙ ｹ､鶏肉､ﾀﾗ､ｶｷ､

大根おろし､ポン酢) 

雑炊(米､卵) 

漬物(野沢菜) 

ご飯(米) 

豚汁(豚肉､ﾊｸｻｲ､長ネギ､ｻﾂﾏｲﾓ､ﾆﾝｼ ﾝ゙) 

焼き魚(ﾌﾞﾘ) 

漬物(たくあん) 

佃煮（ｱｻﾘしぐれ） 

海鮮丼(米､ﾏｸ゙ ﾛ､ｲｶ､ｲｸﾗ､ﾈｷﾞ) 

味噌汁(ﾊｸｻｲ､ﾈｷ゙ ､ｻﾂﾏｲﾓ､豚肉) 

漬物(たくあん) 

ﾐｶﾝ 

ﾎﾟﾃﾄﾁｯﾌ゚ ｽ 

麦茶 

ﾐｶﾝ 

ﾁｮｺﾚ ﾄー 

ｽﾅｯｸ菓子 

麦茶 

ｽﾅｯｸ菓子 

麦茶 

缶酎ハイ 
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表-22 食事試料(O2試料 女性、年齢32歳、体重65 kg) 

1日目(1869 g) 2日目(2371 g) 3日目(1796 g) 
ﾄｰｽﾄ(食ﾊﾟﾝ､ﾏー ｶ゙ ﾘﾝ) 

ｶﾎ ﾁ゙ｬｽ ﾌーﾟ(ｶﾎ゙ ﾁｬ､ﾀﾏﾈｷ ､゙牛乳) 

ﾐﾛ(牛乳､ﾐﾛ) 

ﾄｰｽﾄ(食ﾊﾟﾝ､ﾏー ｶ゙ ﾘﾝ) 

ﾊﾞﾅﾅﾖー ｸ゙ ﾙﾄ(ﾖー ｸ゙ ﾙﾄ､ﾊ゙ ﾅﾅ) 

ﾐﾛ(牛乳､ﾐﾛ) 

ﾄｰｽﾄ(食ﾊﾟﾝ､ﾏー ｶ゙ ﾘﾝ､ｼ゙ ｬﾑ) 

ﾐﾛ(牛乳､ﾐﾛ) 

お好み焼き(小麦粉､卵､ﾈｷ ､゙ｷｬﾍﾞﾂ､豚肉､

天かす､ｶﾂｵﾌ ｼ゙､紅ｼｮｳｶﾞ) 

とろろご飯(米､山いも) 

白菜煮(ﾊｸｻｲ､油揚げ､卵) 

おから煮(ｵｶﾗ､ﾈｷﾞ､ｼｲﾀｹ､糸ｺﾝﾆｬｸ) 

豆ひじき煮(大豆､ﾋｼ ｷ゙) 

ｷｬﾍ゙ ﾂ 

ﾁｰｽ゙ 餅(ﾓﾁ､ﾁ ｽー ､゙ﾉﾘ) 

いそべ餅(ﾓﾁ､ﾉﾘ) 

おひたし(ﾎｳﾚﾝｿｳ､ｶﾂｵﾌ ｼ゙) 

ご飯(米) 

ﾌﾗｲ(ｴﾋ ､゙豚肉､ｶｷ､小麦粉､卵､ﾊ ﾝ゚粉、 

大根おろし､ポン酢) 

ｷｬﾍ゙ ﾂ 

ﾄﾏﾄ 

ご飯(米) 

水炊き(ﾊｸｻｲ､ｼｲﾀｹ､ｼﾒｼ ､゙糸ｺﾝﾆｬｸ､鶏肉 

ﾎﾀﾃ､豆腐､ポン酢) 

ごま和え(菜花､ｺﾞﾏ) 

豆ご飯(米､ｴﾝﾄ ｳ゙ﾏﾒ) 

豚汁(豚肉､ﾀ ｲ゙ｺﾝ､ﾆﾝｼ゙ ﾝ､ｻﾄｲﾓ､豆腐､ﾈｷﾞ) 

魚塩焼き(ﾜﾗｻ) 

煮物(ｻﾄｲﾓ) 

ﾖｰｸ゙ ﾙﾄ 

ﾌﾟﾙー ﾝ 

緑茶 

麦茶 

きなこもち(ﾓﾁ､ｻﾂﾏｲﾓ､ｷﾅ粉､ｱｽ ｷ゙) 

緑茶 

麦茶 

緑茶 

麦茶 

 

表-23 食事試料(O3試料 男性、年齢65歳、体重60 kg) 

1日目(2475 g) 2日目(2517 g) 3日目(2586 g) 
ﾄｰｽﾄ(食ﾊﾟﾝ､ﾊ゙ ﾀー ) 

目玉焼き(卵) 

ｳｲﾝﾅ ｿー ｾーｰｼ゙  

ｷｬﾍ゙ ﾂ 

ﾖｰｸ゙ ﾙﾄ(ﾊﾁﾐﾂ) 

ご飯(米) 

味噌汁(ﾅｽ､油揚げ､卵) 

炒め物(ｳｲﾝﾅ ｿー ｾーｰｼ゙ ､ｼｼﾄｳ) 

ﾖｰｸ゙ ﾙﾄ(ﾊﾁﾐﾂ) 

ﾊﾞﾅﾅ 

ご飯(米､卵) 

炒め物(ｳｲﾝﾅ ｿー ｾーｰｼ゙ ､ｼｼﾄｳ) 

ﾖｰｸ゙ ﾙﾄ 

ご飯(米) 

じゃこおろし(ﾀ゙ ｲｺﾝ､ｼ ｬ゙ｺ) 

ｼｼﾄｳ炒め 

佃煮(ｼｲﾀｹ昆布) 

ﾄﾏﾄ 

ご飯(米) 

味噌汁(ﾅｽ､油揚げ､ﾁｸﾜ) 

冷や奴(豆腐) 

さしみ 

ご飯(米) 

天ぷら(鶏肉､豆､ｺ ﾎ゙ ｳ゙) 

ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ 

大根おろし 

ｳﾘ 

栗ご飯(米､ｸﾘ) 

味噌汁(ﾅｽ､油揚げ) 

大学いも(ｻﾂﾏｲﾓ､水ｱﾒ) 

ゆでなす(ﾅｽ､ｼｮｳｶﾞ) 

ｶﾝﾃﾝ 

ご飯(米) 

味噌汁(ﾀﾏﾈｷﾞ) 

ﾋﾟ ﾏーﾝ炒め(ﾎﾟー ｸｳｲﾝﾅ ､ーﾋ゚ ﾏーﾝ) 

ﾅｽ 

ﾚﾝｺﾝ炒め 

めんたいこ 

魚塩焼き(ｻﾊﾞ) 

ご飯(米) 

ﾌﾗｲ(ｲｶ) 

味噌汁(豆腐､ﾈｷ゙ ) 

漬物(ﾀ ｲ゙ｺﾝ) 

佃煮(ｼｲﾀｹ昆布) 

ｶﾝﾃﾝ 

黄桃 

ｺｰﾋー  

緑茶 

ｱﾙｶﾘｲｵﾝ水(ﾊﾁﾐﾂ) 

ﾅｼ 

ﾋﾟ ﾅーｯﾂ 

ｺｰﾋー  

緑茶 

ｱﾙｶﾘｲｵﾝ水 

ｺｰﾋー  

緑茶 

ｱﾙｶﾘｲｵﾝ水 
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(9)  ハウスダスト 

各地域において一般家庭及び事業所をそれぞれ1地点選定し、ハウスダストを採取した。採取状況の

概要を表-24～26に示した。 

 

表-24 ハウスダストの採取状況 

M地域  

一般家庭 事業所 

採取日 2005.10.1 2005.9.8 

区域 居間8帖 1区画 

主な電化製品 
カラーテレビ(2004年型) 

エアコン(1995年型) 

パソコン 15台 

プリンター 3台 

コピー機 

テレビ 

ビデオデッキ 

扇風機 

採取状況 カラーテレビ周辺 
パソコン等周辺 

電化製品周辺 

採取量 0.74 g 2.40 g 

 

 

表-25 ハウスダストの採取状況 

N地域  

一般家庭 事業所 

採取日 2005.10.24 2005.10.30 

区域 LDK 1区画(78 m2) 

主な電化製品 

カラーテレビ 

エアコン 

冷蔵庫 

電話機 

パソコン 25台 

プリンター 2台 

ファックス 

冷蔵庫 

扇風機 

採取状況 食器棚上 

パソコン周辺 

棚上部 

机上部 

扇風機周辺 

採取量 0.82 g 4.57 g 
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表-26 ハウスダストの採取状況 

O地域  

一般家庭 事業所 

採取日 2005.9.19 2005.9.27 

区域 家全体 1区画(24 m2) 

主な電化製品 

テレビ 3台 

冷蔵庫 

洗濯機 

エレクトーン 

パソコン 8台 

プリンター 2台 

 

採取状況 

カラーテレビ周辺 

冷蔵庫上部 

エレクトーン裏 

タンス上部 

パソコン等周辺 

本棚 

採取量 2.54 g 0.87 g 
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4 分析方法 

(1) 臭素系ダイオキシン類 

【分析法フローシート】 

分析法フローシートを図-10～13に示した。 

 

ろ紙  ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ  

   

ｿｯｸｽﾚｰ抽出 ﾄﾙｴﾝ16時間 ｿｯｸｽﾚｰ抽出 ｱｾﾄﾝ16時間 

   

 
定容  

 
分取  

内標準物質(ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟｽﾊﾟｲｸ)添加 

濃縮、ﾍｷｻﾝ転溶 

硫酸処理 硫酸層の着色がなくなるまで 

水洗、脱水、濃縮 

ｼﾘｶｹﾞﾙ 

ｶﾗﾑｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌｨｰ 
2 g(130 ℃、3時間活性化) 

ﾍｷｻﾝ 200 ml溶出 

ﾌﾛﾘｼﾞﾙ 

ｶﾗﾑｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌｨｰ 
5 g(1 %含水) 

 
ﾍｷｻﾝ 50 ml洗浄 

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ及びﾍｷｻﾝの混液(60:40) 200 ml溶出 

ｱﾙﾐﾅ 

ｶﾗﾑｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌｨｰ 
15 g 

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ及びﾍｷｻﾝの混液(2:98) 150 ml洗浄 

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ及びﾍｷｻﾝの混液(60:40) 250 ml溶出 

活性炭分散ｼﾘｶｹﾞﾙ 

ﾘﾊﾞｰｽｶﾗﾑｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌｨｰ 
 

ﾍｷｻﾝ 60 ml洗浄 

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ及びﾍｷｻﾝの混液(25:75) 60 ml洗浄 

ｶﾗﾑ反転後ﾄﾙｴﾝ 40 ml溶出(臭素系ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類検液 50μl定容) 

定 容 ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加 

 

GC/MS 1 μl注入 

 

図-10  大気及び降下ばいじんの臭素系ダイオキシン類分析法フローシート 
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風乾試料 50 g(ハウスダストは全量) 

銅粉(ハウスダストは除く) 

ｿｯｸｽﾚｰ抽出 ﾄﾙｴﾝ16時間 

 
定容  

 
分取  

内標準物質(ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟｽﾊﾟｲｸ)添加 

濃縮、ﾍｷｻﾝ転溶 

硫酸処理 硫酸層の着色がなくなるまで 

水洗、脱水、濃縮 

(必要に応じて還元銅処理を行う) 

ｼﾘｶｹﾞﾙ 

ｶﾗﾑｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌｨｰ 
2 g(130 ℃、3時間活性化) 

ﾍｷｻﾝ 200 ml溶出 

 

ﾌﾛﾘｼﾞﾙ 

ｶﾗﾑｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌｨｰ 
5 g(1 %含水) 

ﾍｷｻﾝ 50 ml洗浄 

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ及びﾍｷｻﾝの混液(60:40) 200 ml溶出 

ｱﾙﾐﾅ 

ｶﾗﾑｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌｨｰ 
15 g 

 
ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ及びﾍｷｻﾝの混液(2:98) 150 ml洗浄 

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ及びﾍｷｻﾝの混液(60:40) 250 ml溶出 

活性炭分散ｼﾘｶｹﾞﾙ 

ﾘﾊﾞｰｽｶﾗﾑｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌｨｰ 

ﾍｷｻﾝ 60 ml洗浄 

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ及びﾍｷｻﾝの混液(25:75) 60 ml洗浄 

ｶﾗﾑ反転後ﾄﾙｴﾝ 40 ml溶出(臭素系ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類検液 50μl定容) 

定 容 ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加 

 

GC/MS 1μl注入 

 

図-11  土壌、底質及びハウスダストの臭素系ダイオキシン類分析法フローシート 
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ディスク型 

固相 
 

ガラス繊維 

ろ紙 
 

   

  

ｿｯｸｽﾚｰ抽出 ﾄﾙｴﾝ16時間 

 
定容  

  
分取  

内標準物質(ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟｽﾊﾟｲｸ)添加 

濃縮、ﾍｷｻﾝ転容 

硫酸処理 硫酸層の着色がなくなるまで 

水洗、脱水、濃縮 

ｼﾘｶｹﾞﾙ 

ｶﾗﾑｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌｨｰ 
2 g(130 ℃、3時間活性化) 

ﾍｷｻﾝ 200 ml溶出 

ﾌﾛﾘｼﾞﾙ 

ｶﾗﾑｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌｨｰ 
5 g(1 %含水) 

ﾍｷｻﾝ 50 ml洗浄 

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ及びﾍｷｻﾝの混液(60:40) 200 ml溶出 

ｱﾙﾐﾅ 

ｶﾗﾑｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌｨｰ 
15 g 

 
ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ及びﾍｷｻﾝの混液(2:98) 150 ml洗浄 

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ及びﾍｷｻﾝの混液(60:40) 250 ml溶出 

活性炭分散ｼﾘｶｹﾞﾙ 

ﾘﾊﾞｰｽｶﾗﾑｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌｨｰ 

ﾍｷｻﾝ 60 ml洗浄 

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ及びﾍｷｻﾝの混液(25:75) 60 ml洗浄 

ｶﾗﾑ反転後ﾄﾙｴﾝ 40 ml溶出(臭素系ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類検液 20μl定容) 

定 容 ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加 

 

GC/MS 1 μl注入 

 

図-12  地下水及び水質の臭素系ダイオキシン類分析法フローシート 
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試 料 200 g～1000 g 

内標準物質(ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟｽﾊﾟｲｸ)添加 

2 mol/L水酸化ｶﾘｳﾑ溶液 

冷けん化 室温12時間  

ﾒﾀﾉｰﾙ 

振とう抽出 ﾍｷｻﾝ 3回 

 

  

ヘキサン層  水 層  

水洗、脱水、濃縮 

硫酸処理 硫酸層の着色がなくなるまで 

水洗、脱水、濃縮 

ｼﾘｶｹﾞﾙ 

ｶﾗﾑｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌｨｰ 
2 g(130 ℃、3時間活性化) 

ﾍｷｻﾝ 200 ml溶出 

ﾌﾛﾘｼﾞﾙ 

ｶﾗﾑｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌｨｰ 
5 g(1 %含水) 

ﾍｷｻﾝ 50 ml洗浄 

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ及びﾍｷｻﾝの混液(60:40) 200 ml溶出 

ｱﾙﾐﾅ 

ｶﾗﾑｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌｨｰ 
15 g 

 
ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ及びﾍｷｻﾝの混液(2:98) 150 ml洗浄 

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ及びﾍｷｻﾝの混液(60:40) 250 ml溶出 

活性炭分散ｼﾘｶｹﾞﾙ 

ﾘﾊﾞｰｽｶﾗﾑｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌｨｰ 

ﾍｷｻﾝ 60 ml洗浄 

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ及びﾍｷｻﾝの混液(25:75) 60 ml洗浄 

ｶﾗﾑ反転後ﾄﾙｴﾝ 40 ml溶出(臭素系ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類検液 20μl定容) 

定 容 ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加 

 

GC/MS 1μl注入 

 

図-13  水生生物、野生生物及び食事試料の臭素系ダイオキシン類分析法フローシート 
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【試薬】 

  ヘキサン、ジクロロメタン、トルエン、アセトン、メタノール 

    ：ダイオキシン類分析用[和光純薬工業株式会社] 

  デカン             ：特級[東京化成工業株式会社] 

  硫酸      ：特級[関東化学株式会社] 

  水酸化カリウム   ：特級[関東化学株式会社] 

精製水      ：あらかじめヘキサンで洗浄したもの 

塩化ナトリウム ：特級[和光純薬工業株式会社] 

  炭酸水素ナトリウム ：特級[関東化学株式会社] 

  無水硫酸ナトリウム ：PCB分析用[関東化学株式会社] 

  銅粉         ：鹿1級[関東化学株式会社]、あらかじめヘキサンで洗浄したもの 

  還元銅(粒状)     ：元素分析用[和光純薬工業株式会社] 

    シリカゲル  ：Wako-gel DX[和光純薬工業株式会社] 、あらかじめヘキサンで洗浄したもの 

  アルミナ  ：ICN Alumina B-Superl fur die Dioxin-Analyse[ICN Biomedicals GmbH] 

 1 %含水フロリジル   ：フロリジル(残留農薬試験用)[和光純薬工業株式会社]に、1%となるように精製水を 

加え、振とうし調製したもの 

    活性炭分散シリカゲルリバースカラム：ダイオキシン類分析用[関東化学株式会社] 

 

【装置】 

  ガラス器具：分液漏斗、トールビーカー、なす形フラスコ、クロマト管、濃縮用試験管等 

 (ガラス器具は褐色を使用、又はアルミ箔によって遮光して使用した。) 

  ソックスレー抽出装置 

    ロータリーエバポレーター 

  ウォーターバス 

  振とう機 

  ガスクロマトグラフ－高分解能質量分析装置 
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【標準品】  

  すべてCambridge Isotope Laboratories社(米国)製 

   2,3,7,8-TeBDD [13C12]2,3,7,8-TeBDD＊ 

   1,2,3,7,8-PeBDD  [13C12]1,2,3,7,8-PeBDD＊ 

   1,2,3,4,7,8-HxBDD          [13C12]1,2,3,4,7,8-HxBDD＊ 

   1,2,3,6,7,8-HxBDD       [13C12]1,2,3,6,7,8-HxBDD＊ 

   1,2,3,7,8,9-HxBDD         [13C12]1,2,3,7,8,9-HxBDD＊ 

   OBDD         [13C12]OBDD
＊ 

   2,3,7,8-TeBDF         [13C12]2,3,7,8-TeBDF＊ 

   1,2,3,7,8-PeBDF     [13C12]1,2,3,7,8-PeBDF＊＊ 

 2,3,4,7,8-PeBDF       [13C12]2,3,4,7,8-PeBDF
＊ 

 1,2,3,4,7,8-HxBDF       [13C12]1,2,3,4,7,8-HxBDF＊ 

   1,2,3,4,6,7,8-HpBDF       [13C12]1,2,3,4,6,7,8-HpBDF＊ 

   OBDF 

   2-MoB-3,7,8-TrCDD        [13C12]1-MoB-2,3,7,8-TeCDD＊ 

   1-MoB-2,3,7,8-TeCDD          [13C12]1,2,3,4,6,8,9-HpCDF＊＊ 

   2-MoB-3,6,7,8,9-PeCDD       

   1-MoB-2,3,6,7,8,9-HxCDD  

   1-MoB-2,3,4,6,7,8,9-HpCDD          

   3-MoB-2,7,8-TrCDF               

 1-MoB-2,3,7,8-TeCDF           

  

* ：クリーンアップスパイク用 

**：シリンジスパイク用 
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【試料の前処理】 

[大気・降下ばいじん] 

採取したろ紙及びポリウレタンフォームを風乾後、ろ紙はトルエン、ポリウレタンフォームはアセ

トンでそれぞれ16時間ソックスレー抽出を行った。ろ紙及びポリウレタンフォームの抽出液を合わせ

無水硫酸ナトリウム20 gを詰めた漏斗に通過させて脱水した後、減圧濃縮器を用いて40 ℃以下で濃縮

し、トルエンに溶解した。これを100 mlのメスフラスコに定容し前処理液とした。以下の操作は、前

処理液を分取した後ヘキサン100 ml程度に転溶し、内標準物質を加えたものについて行った。なお、

操作はすべて紫外線カットした蛍光灯を用いた試験室で、褐色ガラス器具あるいはアルミ箔で包んだ

ガラス器具を用いて行った。 

 

[土壌・底質] 

風乾した試料は2 mmの目の篩を通した後、円筒ろ紙に50 g採取し、銅粉20 gを加え、トルエンで16

時間ソックスレー抽出を行った。抽出液を無水硫酸ナトリウム20 gを詰めた漏斗に通過させて脱水し

た後、減圧濃縮器を用いて40 ℃以下で濃縮し、100 mlのメスフラスコに定容し前処理液とした。以下

の操作は、前処理液を分取した後ヘキサン100 ml程度に転溶し、内標準物質を加えたものについて行

った。なお、操作はすべて紫外線カットした蛍光灯を用いた試験室で、褐色ガラス器具あるいはアル

ミ箔で包んだガラス器具を用いて行った。 

 

[地下水・水質] 

固相抽出装置に試料400 Lを通水した後、採取したディスク型固相及びガラス繊維ろ紙を風乾し、

トルエンで16時間ソックスレー抽出を行った。抽出液を無水硫酸ナトリウム20 gを詰めた漏斗に通過

させて脱水した後、減圧濃縮器を用いて40 ℃以下で濃縮し、50 mlのメスフラスコに定容し前処理液

とした。以下の操作は、前処理液を分取した後ヘキサン100 ml程度に転溶し、内標準物質を加えたも

のについて行った。なお、操作はすべて操作はすべて紫外線カットした蛍光灯を用いた試験室で、褐

色ガラス器具あるいはアルミ箔で包んだガラス器具を用いて行った。 

 

[水生生物・野生生物・食事試料] 

均一に調製された試料200 gを1L容のトールビーカーにとり(食事試料は1 kgをトールビーカー5本

に採取)、内標準物質を加え、2 mol/L水酸化カリウム溶液200 mlを加え、室温で12時間かくはんした。

これを1 L容分液漏斗に移し、メタノール300 ml及びヘキサン200 mlを加え、10分間振とうした。静置

後、ヘキサン層を分取し、水層にはヘキサン200 mlを加え、同じ操作を2回繰り返した。ヘキサン抽出

液を合わせ、2 W/V%塩化ナトリウム溶液200 mlを加えて回転するように緩やかに揺り動かした。静置

後、水層を捨て、ヘキサン層に再び2 W/V%塩化ナトリウム溶液100 mlを加え、同じ操作を繰り返した。

ヘキサン層は、無水硫酸ナトリウム20 gを詰めた漏斗に通過させて脱水した後、減圧濃縮器を用いて

40 ℃以下で約100 mlまで濃縮して前処理液とした。なお、操作はすべて紫外線カットした蛍光灯を用

いた試験室で、褐色ガラス器具あるいはアルミ箔で包んだガラス器具を用いて行った。 



 

- 30 - 

[ハウスダスト] 

試料を円筒ろ紙に全量採取し、トルエンで16時間ソックスレー抽出を行った。抽出液を無水硫酸ナ

トリウム20 gを詰めた漏斗に通過させて脱水した後、減圧濃縮器を用いて40 ℃以下で濃縮し、100 ml

のメスフラスコに定容し前処理液とした。以下の操作は、前処理液を分取した後ヘキサン100 ml程度

に転溶し、内標準物質を加えたものについて行った。なお、操作はすべて紫外線カットした蛍光灯を

用いた試験室で、褐色ガラス器具あるいはアルミ箔で包んだガラス器具を用いて行った。 

 

【試料溶液の調製】 

前処理液を300 ml容の分液漏斗に移し、濃硫酸10 mlを加え緩やかに混合し、静置後、硫酸層を捨て

た。この操作を硫酸層の色が消えるまで繰り返した後、ヘキサン層に精製水20 mlを加え、緩やかに振

とうし、静置後、水層を捨て、更に2 W/V%塩化ナトリウム溶液50 mlによる洗浄を2回繰り返した。次い

で、ヘキサン層に5 W/V%炭酸水素ナトリウム溶液10 mlを加え、緩やかに振とうし、静置後、水層を捨

て、ヘキサン層を無水硫酸ナトリウム10 gを詰めた漏斗に通過させて脱水した。減圧濃縮器を用いて

40 ℃以下で濃縮して約5 mlとした。 

底質試料については、必要に応じて更に還元銅による処理を加えた。硫酸処理したヘキサン溶液又

はシリカゲルカラム後のヘキサン濃縮液に、還元銅5 gを加え10分間振とうした後、還元銅を分別除去

し、減圧濃縮器を用いて40 ℃以下で濃縮して約5 mlとした。 

ヘキサン濃縮液をシリカゲルカラム(2 g)に移し、ヘキサン200 mlを流した。この溶出液を300 ml

容なす形フラスコにとり、減圧濃縮器を用いて40 ℃以下で濃縮して約5 mlとした。ヘキサン濃縮液を

フロリジルカラム(5 g、1%含水)に移し、ヘキサン50 mlで洗浄後、60 V/V%ジクロロメタン-ヘキサン溶

液200 mlを流し、目的物質を溶出させた。この溶出液を減圧濃縮器を用いて40 ℃以下で濃縮して約5 ml

とした。ヘキサン濃縮液をアルミナカラム(15 g)に移し、2 V/V%ジクロロメタン-ヘキサン溶液150 ml

で洗浄後、60 V/V%ジクロロメタン-ヘキサン溶液250 mlを流し、目的物質を溶出させた。この溶出液を

減圧濃縮器を用いて40 ℃以下で濃縮して約5 mlとした。このヘキサン濃縮液を10 ml容濃縮用試験管に

移し、窒素気流下で0.5 mlまで濃縮した。濃縮液を活性炭分散シリカゲルリバースカラムに移し、ヘキ

サン60 ml、25 V/V%ジクロロメタン-ヘキサン溶液60 mlで洗浄後、カラムを反転しトルエン40 mlを流

し、目的物質を溶出させた。この溶出液を減圧濃縮器を用いて40 ℃以下で約5 mlに濃縮した。 

得られた濃縮液を少量のヘキサンで10 ml容の濃縮用試験管に移し、窒素気流下で溶媒を乾固直前ま

で濃縮し、シリンジスパイク20～50 μlを加えて試料溶液とした。なお、操作はすべて紫外線カットし

た蛍光灯を用いた試験室で、褐色ガラス器具あるいはアルミ箔で包んだガラス器具を用いて行った。 

    

【空試料溶液の調製】 

試料を加えずに、【試料の前処理】及び【試料溶液の調製】と同様の操作をして得られたものを空

試料溶液とした。 
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【標準溶液の調製】 

臭素系ダイオキシン類標準原液及び13C標識臭素系ダイオキシン類標準原液をデカンで希釈して、100

～0.1 ng/ml[内標準20～100 ng/ml(PBDDs及びPBDFs)及び10 ng/ml(MoBPCDDs及びMoBPCDFs)]の定量用混

合標準溶液を作成した。また、13C標識臭素系ダイオキシン類をデカンで希釈して、20～100 ng/ml(PBDDs

及びPBDFs)及び10 ng/ml(MoBPCDDs及びMoBPCDFs)のクリーンアップスパイク溶液及びシリンジスパイ

ク溶液を作成した。 

 
【定量】 

4～5段階濃度の定量用混合標準溶液1 μlをガスクロマトグラフ-高分解能質量分析装置に注入して、

各臭素数に応じた設定質量数ごとにSIMを行った。得られたSIMチャートから、各臭素化物の平均相対

感度係数(RRF)を求めた。同様に、試料溶液について内標に対するピーク面積比(A)を求め、定量値を

算出した。標準試料の無い物質に対しては対応するダイオキシンまたはジベンゾフランのRRFを用いた。

なお、内標準物質の回収率はシリンジスパイクを基準に算出し、40～120%の範囲に入ったものについ

て定量した。 

 

【計算】 

試料溶液のピーク面積比(A) 
Q(pg)× 

RRF 濃度(pg/g,L,m3,m2/day)= 

試料量(g,L,m3,m2/day) 

 

 Q：内標準物質添加量 
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【ガスクロマトグラフ－高分解能質量分析装置操作条件】 

 PBDDs及びPBDFsの測定(4～6臭素化体) 

機 種：Autospec ULTIMA [micromass Ltd.] 

カラム：Fused Silica DB-5HT [Agilent Technologies] 

 長さ 30 m、内径 0.25 mm、膜厚 0.1 μm 

導入系：スプリットレス 

温 度：試料注入口 260 ℃ 

    カラム 160 ℃(1 min保持)→ 5 ℃/min昇温→300 ℃(1 min保持) 

 → 10 ℃/min昇温→310 ℃(1 min保持) 

 

カラム(確認用)：Fused Silica DB-17HT [Agilent Technologies] 

 長さ 30 m、内径 0.25 mm、膜厚 0.15 μm 

導入系：スプリットレス 

温 度：試料注入口 260 ℃ 

    カラム 160 ℃(1 min保持)→ 5 ℃/min昇温→300 ℃(1 min保持) 

 → 10 ℃/min昇温→310 ℃(1 min保持) 

 

イオン源温度 ：300 ℃   イオン化電流 ：500 μA 

イオン化法 ：EI   イオン化電圧 ：30～40 V 

分 解 能 ：10,000 

設定質量数    ： TeBDF  m/z 483.6955，485.6934 

 [13C12]TeBDF m/z 495.7357，497.7337 

 TeBDD m/z 499.6904，501.6883 

 [13C12]TeBDD m/z 511.7306，513.7286 

 PeBDF m/z 561.6060，563.6039 

 [13C12]PeBDF m/z 573.6462，575.6442 

 PeBDD m/z 577.6009，579.5988 

 [13C12]PeBDD m/z 589.6412，591.6391 

 HxBDF m/z 639.5165，641.5144 

 [13C12]HxBDF m/z 651.5568，653.5547 

 HxBDD m/z 655.5114，657.5094 

 [13C12]HxBDD m/z 667.5517，669.5496 

DB-5HTカラムでは1,2,3,4,7,8-HxBDDと1,2,3,6,7,8-HxBDDはGCで分離しないため、 

分析値は合計値で示した。 
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 PBDDs及びPBDFsの測定(7～8臭素化体) 

機 種：Autospec ULTIMA [micromass Ltd.] 

カラム：Fused Silica BP1［SGE］ 

 長さ 15 m、内径 0.25 mm、膜厚 0.1 μm 

導入系：スプリットレス 

温 度：試料注入口  260 ℃ 

    カラム  120 ℃(2 min保持)→ 20 ℃/min昇温→ 220 ℃ 

 → 5 ℃/min昇温→ 270 ℃(11 min保持) 

イオン源温度 ：280 ℃   イオン化電流 ：500 μA 

イオン化法 ：EI   イオン化電圧 ：30～40 V 

分 解 能 ：10,000 

設定質量数    ： HpBDF m/z 719.4250，721.4229 

 HpBDD m/z 735.4199，737.4179 

 OBDF m/z 797.3355，799.3334 

 OBDD m/z 813.3304，815.3284 

 [13C12]HpBDF m/z 731.4652，733.4632 

 [13C12]OBDD m/z 825.3707，827.3686 

 [13C12]PeBDF m/z 573.6462，575.6442 

 

MoBPCDDs及びMoBPCDFsの測定 

機 種：Autospec ULTIMA [micromass Ltd.] 

カラム：Fused Silica DB-5HT [Agilent Technologies] 

 長さ 30 m、内径 0.25 mm、膜厚 0.1 μm 

導入系：スプリットレス 

温 度：試料注入口  260 ℃ 

    カラム  160 ℃(1 min保持)→ 5 ℃/min昇温→ 300 ℃(1 min保持) 

 → 10 ℃/min昇温→ 310 ℃(1 min保持) 

イオン源温度 ：300 ℃   イオン化電流 ：500 μA 

イオン化法 ：EI   イオン化電圧 ：30～40 V 

分 解 能 ：10,000 

設定質量数    ：MoB-TrCDF  m/z 349.8491，351.8461 

 MoB-TrCDD m/z 365.8440，367.8410 

 MoB-TeCDF  m/z 383.8092，385.8071 

 MoB-TeCDD m/z 399.8041，401.8021 

 [13C12]MoB-TeCDD m/z 411.8444，413.8423 

 MoB-PeCDF m/z 417.7702，419.7681 

 MoB-PeCDD m/z 433.7651，435.7631 

              MoB-HxCDF m/z 451.7312，453.7292 

              MoB-HxCDD m/z 467.7262，469.7241 

              MoB-HpCDF m/z 487.6893，489.6873 

 MoB-HpCDD m/z 503.6851，505.6822 

 [13C12]HpCDF m/z 419.8220，421.8190 
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【定量下限及び検出下限】 

   臭素系ダイオキシン類の標準的な定量下限及び検出下限を表-27～29に示した。 

 

表-27 臭素系ダイオキシン類の定量下限・検出下限 

大気(1400 m3) 

pg/m3 

降下ばいじん(15 day) 

pg/m2/day 

土壌・底質(20 g) 

pg/g 

        調査媒体 
       (標準的試料量) 

分析項目 
定量下限 検出下限 定量下限 検出下限 定量下限 検出下限 

2,3,7,8-TeBDD 0.007 0.002 4 1 0.5 0.1 

TeBDDs 0.007 0.002 4 1 0.5 0.1 

1,2,3,7,8-PeBDD 0.007 0.002 4 1 0.5 0.2 

PeBDDs 0.007 0.002 4 1 0.5 0.2 

1,2,3,4,7,8/ 

1,2,3,6,7,8-HxBDD 
0.09 0.03 50 20 6 2 

1,2,3,7,8,9-HxBDD 0.06 0.02 30 10 4 1 

HxBDDs 0.09 0.03 50 20 6 2 

HpBDDs 0.07 0.02 40 10 5 1 

OBDD 0.12 0.04 70 20 9 3 

2,3,7,8-TeBDF 0.006 0.002 4 1 0.4 0.1 

TeBDFs 0.006 0.002 4 1 0.4 0.1 

1,2,3,7,8-PeBDF 0.009 0.003 5 2 0.7 0.2 

2,3,4,7,8-PeBDF 0.015 0.004 8 2 1.0 0.3 

PeBDFs 0.015 0.004 8 2 1.0 0.3 

1,2,3,4,7,8-HxBDF 0.030 0.009 17 5 2.1 0.6 

HxBDFs 0.030 0.009 17 5 2.1 0.6 

1,2,3,4,6,7,8-HpBDF 0.07 0.02 40 10 5 1 

HpBDFs 0.07 0.02 40 10 5 1 

OBDF 0.7 0.2 400 100 50 10 

MoB-TrCDDs 0.010 0.003 6 2 0.7 0.2 

MoB-TeCDDs 0.010 0.003 6 2 0.7 0.2 

MoB-PeCDDs 0.009 0.003 5 1 0.6 0.2 

MoB-HxCDDs 0.04 0.01 20 6 2.5 0.8 

MoB-HpCDDs 0.027 0.008 15 5 1.9 0.6 

MoB-TrCDFs 0.006 0.002 3 1 0.4 0.1 

MoB-TeCDFs 0.007 0.002 4 1 0.5 0.1 

MoB-PeCDFs 0.009 0.003 5 1 0.6 0.2 

MoB-HxCDFs 0.04 0.01 20 6 2.5 0.8 

MoB-HpCDFs 0.027 0.008 15 5 1.9 0.6 
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表-28 臭素系ダイオキシン類の定量下限・検出下限 

地下水・水質(200 L) 

pg/L 

水生生物・野生生物 

(200 g) pg/g 

        調査媒体 
       (標準的試料量) 
分析項目 

定量下限 検出下限 定量下限 検出下限 

2,3,7,8-TeBDD 0.025 0.008 0.025 0.008 

TeBDDs 0.025 0.008 0.025 0.008 

1,2,3,7,8-PeBDD 0.023 0.007 0.023 0.007 

PeBDDs 0.023 0.007 0.023 0.007 

1,2,3,4,7,8/ 

1,2,3,6,7,8-HxBDD 
0.3 0.1 0.3 0.1 

1,2,3,7,8,9-HxBDD 0.24 0.07 0.24 0.07 

HxBDDs 0.3 0.1 0.3 0.1 

HpBDDs 0.15 0.04 0.15 0.04 

OBDD 0.26 0.08 0.26 0.08 

2,3,7,8-TeBDF 0.015 0.005 0.015 0.005 

TeBDFs 0.015 0.005 0.015 0.005 

1,2,3,7,8-PeBDF 0.031 0.009 0.031 0.009 

2,3,4,7,8-PeBDF 0.04 0.01 0.04 0.01 

PeBDFs 0.04 0.01 0.04 0.01 

1,2,3,4,7,8-HxBDF 0.12 0.04 0.12 0.04 

HxBDFs 0.12 0.04 0.12 0.04 

1,2,3,4,6,7,8-HpBDF 0.15 0.04 0.15 0.04 

HpBDFs 0.15 0.04 0.15 0.04 

OBDF 1.7 0.5 1.7 0.5 

MoB-TrCDDs 0.024 0.007 0.024 0.007 

MoB-TeCDDs 0.027 0.008 0.027 0.008 

MoB-PeCDDs 0.032 0.009 0.032 0.009 

MoB-HxCDDs 0.12 0.04 0.12 0.04 

MoB-HpCDDs 0.14 0.04 0.14 0.04 

MoB-TrCDFs 0.020 0.006 0.020 0.006 

MoB-TeCDFs 0.018 0.005 0.018 0.005 

MoB-PeCDFs 0.032 0.009 0.032 0.009 

MoB-HxCDFs 0.12 0.04 0.12 0.04 

MoB-HpCDFs 0.14 0.04 0.14 0.04 
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表-29 臭素系ダイオキシン類の定量下限・検出下限 

食事(1000 g) 

pg/g 

ハウスダスト(0.5 g) 

pg/g 

        調査媒体 
       (標準的試料量) 
分析項目 

定量下限 検出下限 定量下限 検出下限 

2,3,7,8-TeBDD 0.005 0.002 18 6 

TeBDDs 0.005 0.002 18 6 

1,2,3,7,8-PeBDD 0.005 0.001 20 6 

PeBDDs 0.005 0.001 20 6 

1,2,3,4,7,8/ 

1,2,3,6,7,8-HxBDD 
0.07 0.02 260 80 

1,2,3,7,8,9-HxBDD 0.05 0.01 160 50 

HxBDDs 0.07 0.02 260 80 

HpBDDs 0.030 0.009 200 60 

OBDD 0.05 0.02 300 100 

2,3,7,8-TeBDF 0.0031 0.0009 18 5 

TeBDFs 0.0031 0.0009 18 5 

1,2,3,7,8-PeBDF 0.006 0.002 26 8 

2,3,4,7,8-PeBDF 0.009 0.003 40 10 

PeBDFs 0.009 0.003 40 10 

1,2,3,4,7,8-HxBDF 0.023 0.007 80 30 

HxBDFs 0.023 0.007 80 30 

1,2,3,4,6,7,8-HpBDF 0.030 0.009 200 60 

HpBDFs 0.030 0.009 200 60 

OBDF 0.3 0.1 1900 600 

MoB-TrCDDs 0.005 0.001 28 8 

MoB-TeCDDs 0.005 0.002 28 8 

MoB-PeCDDs 0.006 0.002 24 7 

MoB-HxCDDs 0.024 0.007 100 30 

MoB-HpCDDs 0.028 0.008 80 20 

MoB-TrCDFs 0.004 0.001 17 5 

MoB-TeCDFs 0.004 0.001 18 6 

MoB-PeCDFs 0.006 0.002 24 7 

MoB-HxCDFs 0.024 0.007 100 30 

MoB-HpCDFs 0.028 0.008 80 20 
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 (2）塩素化ダイオキシン類 

【分析法フローシート】 

分析法フローシートを図-14～17に示した。 

 

ろ紙  ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ  

   

ｿｯｸｽﾚｰ抽出 ﾄﾙｴﾝ 16時間 ｿｯｸｽﾚｰ抽出 ｱｾﾄﾝ 16時間 

   

 

定容  

 

分取  

内標準物質(ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟｽﾊﾟｲｸ)添加 

硫酸処理 硫酸層の着色がなくなるまで 

水洗、脱水、濃縮 

硝酸銀ｼﾘｶｹﾞﾙ 

ｶﾗﾑｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌｨｰ 
2 g(130 ℃、3時間活性化) 

ﾍｷｻﾝ 200 ml溶出 

(必要に応じ多層ｼﾘｶｹﾞﾙｶﾗﾑｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌｨｰ) 

活性炭分散ｼﾘｶｹﾞﾙ 

ﾘﾊﾞｰｽｶﾗﾑｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌｨｰ 
 

ﾍｷｻﾝ 60 ml洗浄 

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ及びﾍｷｻﾝの混液(25:75) 60 ml溶出(ﾓﾉｵﾙﾄCo-PCB検液 50μl定容) 

ｶﾗﾑ反転後ﾄﾙｴﾝ 40 ml溶出(PCDD/DFs、ﾉﾝｵﾙﾄCo-PCB検液 25μl定容) 

定 容 ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加 

 

GC/MS 1 μl注入 

 

図-14  大気及び降下ばいじんの塩素化ダイオキシン類分析法フローシート 
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風乾試料 50 g 

銅粉 

ｿｯｸｽﾚｰ抽出 ﾄﾙｴﾝ 16時間 

 

定容  

 

分取  

内標準物質(ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟｽﾊﾟｲｸ)添加 

濃縮、ﾍｷｻﾝ転溶 

硫酸処理 硫酸層の着色がなくなるまで 

水洗、脱水、濃縮 

(必要に応じて還元銅処理を行う) 

硝酸銀ｼﾘｶｹﾞﾙ 

ｶﾗﾑｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌｨｰ 
2 g(130 ℃、3時間活性化) 

ﾍｷｻﾝ 200 ml溶出 

(必要に応じ多層ｼﾘｶｹﾞﾙｶﾗﾑｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌｨｰ) 

活性炭分散ｼﾘｶｹﾞﾙ 

ﾘﾊﾞｰｽｶﾗﾑｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌｨｰ 
 

ﾍｷｻﾝ 60 ml洗浄 

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ及びﾍｷｻﾝの混液(25:75) 60 ml溶出(ﾓﾉｵﾙﾄCo-PCB検液 50μl定容) 

ｶﾗﾑ反転後ﾄﾙｴﾝ 40 ml溶出(PCDD/DFs、ﾉﾝｵﾙﾄCo-PCB検液 25μl定容) 

定 容 ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加 

 

GC/MS 1μl注入 

 

図-15  土壌及び底質の塩素化ダイオキシン類分析法フローシート 
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ディスク型 

固相 
 

ガラス繊維 

ろ紙 
 

   

  

ｿｯｸｽﾚｰ抽出 ﾄﾙｴﾝ16時間 

 

濃縮  

内標準物質(ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟｽﾊﾟｲｸ)添加 

硫酸処理 硫酸層の着色がなくなるまで 

水洗、脱水、濃縮 

 

硝酸銀ｼﾘｶｹﾞﾙ 

ｶﾗﾑｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌｨｰ 
4 g(130 ℃、3時間活性化) 

ﾍｷｻﾝ 250 ml溶出 

活性炭分散ｼﾘｶｹﾞﾙ 

ﾘﾊﾞｰｽｶﾗﾑｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌｨｰ 
 

ﾍｷｻﾝ 60 ml洗浄 

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ及びﾍｷｻﾝの混液(25:75) 60 ml溶出(ﾓﾉｵﾙﾄCo-PCB検液 50μl定容) 

ｶﾗﾑ反転後ﾄﾙｴﾝ 40 ml溶出(PCDD/DFs、ﾉﾝｵﾙﾄCo-PCB検液 50μl定容) 

定 容 ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加 

 

GC/MS 5μl注入(SCLV) 

 

 

図-16  地下水及び水質の塩素化ダイオキシン類分析法フローシート 
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試 料 50～100 g 

内標準物質(ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟｽﾊﾟｲｸ)添加 

2 mol/L水酸化ｶﾘｳﾑ溶液 

冷けん化 室温12時間  

ﾒﾀﾉｰﾙ 

振とう抽出 ﾍｷｻﾝ 3回 

 

  

ヘキサン層  水 層  

水洗、脱水、濃縮 

硫酸処理 硫酸層の着色がなくなるまで 

水洗、脱水、濃縮 

硝酸銀ｼﾘｶｹﾞﾙ 

ｶﾗﾑｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌｨｰ 
4 g(130 ℃、3時間活性化) 

ﾍｷｻﾝ 250 ml溶出 

ｱﾙﾐﾅ 

ｶﾗﾑｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌｨｰ 
15 g 

ﾍｷｻﾝ 150 ml洗浄 

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ及びﾍｷｻﾝの混液(2:98) 200 ml溶出(ﾓﾉｵﾙﾄCo-PCB検液 1 ml定容) 

(必要に応じDMSO処理) 

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ及びﾍｷｻﾝの混液(60:40) 200 ml溶出 

活性炭分散ｼﾘｶｹﾞﾙ 

ﾘﾊﾞｰｽｶﾗﾑｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌｨｰ 
 

ﾍｷｻﾝ 60 ml洗浄 

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ及びﾍｷｻﾝの混液(25:75) 60 ml洗浄 

ｶﾗﾑ反転後ﾄﾙｴﾝ 40 ml溶出(PCDD/DFs、ﾉﾝｵﾙﾄCo-PCB検液 50μl定容) 

定 容 ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加 

 

GC/MS 5μl注入(SCLV) 

 

図-17  水生生物、野生生物及び食事試料の塩素化ダイオキシン類分析法フローシート 
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【ガスクロマトグラフ－高分解能質量分析装置操作条件】 

[大気、降下ばいじん、土壌、底質] 

カラム： (a)Fused Silica SP-2331[SIGMA-ALDRICH]  

      長さ 60 m、内径 0.32 mm、膜厚 0.2 μm 

 (b)Fused Silica DB-17[Agilent Technologies]  

      長さ 60 m、内径 0.32 mm、膜厚 0.25 μm 

 (c)Fused Silica HT8-PCB[関東化学株式会社] 

      長さ 60 m、内径 0.25 mm、膜厚 0.25 μm 

導入系： スプリットレス 

温 度： 試料注入口 260 ℃ 

 カラム 

 (a)150 ℃(1 min保持)→ 15 ℃/min昇温 → 200 ℃(5 min保持) 

  → 2 ℃/min昇温 → 250 ℃(30 min保持) 

 (b)150 ℃(1 min保持)→ 8 ℃/min昇温 → 210℃(5 min保持) 

 → 30 ℃/min昇温 → 270 ℃(40 min保持) 

 → 20 ℃/min昇温 → 280 ℃(3 min保持) 

 (c)160 ℃(1 min保持)→ 15 ℃/min昇温 → 220 ℃(5 min保持) 

  → 2 ℃/min昇温 → 280 ℃→ 20 ℃/min昇温 → 300 ℃(10 min保持) 

 

[地下水、水質、水生生物、野生生物、食事試料] 

カラム： (a)Fused Silica SP-2331[SIGMA-ALDRICH]  

      長さ 60 m、内径 0.32 mm、膜厚 0.2 μm 

 (b)Fused Silica DB-17[Agilent Technologies]  

      長さ 30 m、内径 0.25 mm、膜厚 0.25 μm 

 (c)Fused Silica HT8-PCB[関東化学株式会社] 

      長さ 60 m、内径 0.25 mm、膜厚 0.25 μm 

導入系： 大量導入装置(SCLV) 

 温 度： 試料注入口 280 ℃ 

  カラム 

  (a)160 ℃(2 min保持)→(20 ℃/min昇温)→250 ℃(11 min保持) 

  → (55 ℃/min降温)→210 ℃(2.77 min保持)→(2 ℃/min昇温)  

  → 250 ℃(24 min保持) 

  (b)160 ℃(2 min保持)→(25 ℃/min昇温)→300 ℃(5.4 min保持) 

  → (70 ℃/min降温)→230 ℃(2.5 min保持)→(3 ℃/min昇温) 

  → 300 ℃(10 min保持) 

  (c)160 ℃(2.5 min保持)→(20 ℃/min昇温)→300 ℃(5 min保持) 

  → (70 ℃/min降温)→160 ℃(1 min保持)→(2 ℃/min昇温) 

  → 280 ℃(5 min保持) 
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機 種： Autospec ULTIMA[Micromass Ltd.] 

イオン源温度 ：255～280 ℃ イオン化電流 ：500 μA  

イオン化法 ：EI イオン化電圧 ：30～40 V 

分解能  ：10,000 

設定質量数  ：TeCDF m/z 303.9016，305.8987 

   [13C12]TeCDF m/z 315.9419，317.9389 

  TeCDD m/z 319.8965，321.8936 

  [13C12]TeCDD m/z 331.9368，333.9338 

  PeCDF m/z 339.8597，341.8568 

  [13C12]PeCDF m/z 351.9000，353.8970 

  PeCDD m/z 355.8546，357.8517 

  [13C12]PeCDD m/z 367.8949，369.8919 

  HxCDF m/z 373.8207，375.8178 

  [13C12]HxCDF m/z 385.8610，387.8580 

  HxCDD m/z 389.8156，391.8127 

  [13C12]HxCDD m/z 401.8559，403.8530 

 *  HpCDF m/z 407.7818，409.7788 

 *  [13C12]HpCDF m/z 419.8220，421.8190 

 *  HpCDD m/z 423.7767，425.7737 

 *  [13C12]HpCDD m/z 435.8169，437.8140 

 *  OCDF m/z 441.7428，443.7398 

 *  [13C12]OCDF m/z 453.7830，455.7801 

 *  OCDD m/z 457.7377，459.7348 

 *  [13C12]OCDD m/z 469.7779，471.7750 

 **  TeCB m/z 289.9224，291.9194 

 **  [13C12]TeCB m/z 301.9626，303.9597 

 **  PeCB m/z 325.8804，327.8775 

 **  [13C12]PeCB m/z 337.9207，339.9178 

 **  HxCB m/z 359.8415，361.8385 

 **  [13C12]HxCB m/z 371.8817，373.8788 

 **  HpCB m/z 393.8025，395.7995 

 **  [13C12]HpCB m/z 405.8428，407.8398 

  

 * DB-17カラムを使用し測定した。 

 ** ノンオルトCo-PCBはDB-17カラム、モノオルトCo-PCBはHT8-PCBカラムを 

使用し測定した。 
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【定量下限及び検出下限】 

  塩素化ダイオキシン類の標準的な検出下限及び定量下限を表-30及び31に示した。 

 

表-30 塩素化ダイオキシン類の定量下限・検出下限 

大気(700 m3) 

pg/m3 

降下ばいじん(3 day) 

pg/m2/day 

土壌・底質(10 g) 

pg/g 

        調査媒体 
       (標準的試料量) 
分析項目 

定量下限 検出下限 定量下限 検出下限 定量下限 検出下限 

2,3,7,8-TeCDD 0.007 0.002 8 2 0.4 0.1 

1,3,6,8-TeCDD 0.008 0.002 7 2 0.4 0.1 

1,3,7,9-TeCDD 0.008 0.002 7 2 0.4 0.1 

TeCDDs 0.007 0.002 8 2 0.4 0.1 

1,2,3,7,8-PeCDD 0.007 0.002 8 2 0.4 0.1 

PeCDDs 0.007 0.002 8 2 0.4 0.1 

1,2,3,4,7,8-HxCDD 0.008 0.002 8 2 0.6 0.2 

1,2,3,6,7,8-HxCDD 0.007 0.002 9 3 0.6 0.2 

1,2,3,7,8,9-HxCDD 0.007 0.002 12 4 0.6 0.2 

HxCDDs 0.008 0.002 12 4 0.6 0.2 

1,2,3,4,6,7,8-HpCDD 0.008 0.002 10 3 0.5 0.1 

HpCDDs 0.008 0.002 10 3 0.5 0.1 

OCDD 0.016 0.005 16 5 1.8 0.5 

2,3,7,8-TeCDF 0.007 0.002 8 2 0.4 0.1 

1,2,7,8-TeCDF 0.007 0.002 8 3 0.5 0.1 

TeCDFs 0.007 0.002 8 2 0.4 0.1 

1,2,3,7,8-PeCDF 0.007 0.002 8 2 0.4 0.1 

2,3,4,7,8-PeCDF 0.007 0.002 7 2 0.4 0.1 

PeCDFs 0.007 0.002 8 2 0.4 0.1 

1,2,3,4,7,8-HxCDF 0.008 0.002 10 3 0.5 0.2 

1,2,3,6,7,8-HxCDF 0.009 0.003 10 3 0.5 0.1 

1,2,3,7,8,9-HxCDF 0.009 0.003 13 4 0.5 0.1 

2,3,4,6,7,8-HxCDF 0.007 0.002 10 3 0.5 0.1 

HxCDFs 0.009 0.003 13 4 0.5 0.2 

1,2,3,4,6,7,8-HpCDF 0.008 0.003 9 3 0.5 0.1 

1,2,3,4,7,8,9-HpCDF 0.009 0.003 8 2 0.5 0.1 

HpCDFs 0.009 0.003 9 3 0.5 0.1 

OCDF 0.018 0.005 16 5 0.9 0.3 

3,4,4',5-TeCB(#81) 0.006 0.002 7 2 0.4 0.1 

3,3',4,4'-TeCB(#77) 0.012 0.004 8 2 0.4 0.1 

3,3',4,4',5-PeCB(#126) 0.006 0.002 7 2 0.5 0.1 

3,3',4,4',5,5'-HxCB(#169) 0.006 0.002 6 2 0.4 0.1 

2',3,4,4',5-PeCB(#123) 0.011 0.003 16 5 0.8 0.2 

2,3',4,4',5-PeCB(#118) 0.06 0.02 23 7 1.0 0.3 

2,3,3',4,4'-PeCB(#105) 0.04 0.01 10 3 0.9 0.3 

2,3,4,4',5-PeCB(#114) 0.010 0.003 11 3 0.8 0.2 

2,3',4,4',5,5'-HxCB(#167) 0.009 0.003 15 4 0.4 0.1 

2,3,3',4,4',5-HxCB(#156) 0.016 0.005 8 2 0.4 0.1 

2,3,3',4,4',5'-HxCB(#157) 0.007 0.002 9 3 0.4 0.1 

2,3,3',4,4',5,5'-HpCB(#189) 0.009 0.003 16 5 0.6 0.2 
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表-31 塩素化ダイオキシン類の定量下限・検出下限 

地下水・水質(16 L) 

pg/L 

水生生物・野生生物 

(50 g) pg/g 

食事試料(100 g) 

pg/g 

        調査媒体 
       (標準的試料量) 
分析項目 

定量下限 検出下限 定量下限 検出下限 定量下限 検出下限 

2,3,7,8-TeCDD 0.027 0.008 0.009 0.003 0.005 0.001 

1,3,6,8-TeCDD 0.020 0.006 0.009 0.003 0.005 0.001 

1,3,7,9-TeCDD 0.030 0.009 0.010 0.003 0.005 0.001 

TeCDDs 0.027 0.008 0.009 0.003 0.005 0.001 

1,2,3,7,8-PeCDD 0.027 0.008 0.010 0.003 0.005 0.001 

PeCDDs 0.027 0.008 0.010 0.003 0.005 0.001 

1,2,3,4,7,8-HxCDD 0.05 0.02 0.013 0.004 0.007 0.002 

1,2,3,6,7,8-HxCDD 0.06 0.02 0.012 0.004 0.006 0.002 

1,2,3,7,8,9-HxCDD 0.04 0.01 0.018 0.005 0.009 0.003 

HxCDDs 0.06 0.02 0.018 0.005 0.009 0.003 

1,2,3,4,6,7,8-HpCDD 0.04 0.01 0.015 0.005 0.008 0.002 

HpCDDs 0.04 0.01 0.015 0.005 0.008 0.002 

OCDD 0.13 0.04 0.031 0.009 0.016 0.005 

2,3,7,8-TeCDF 0.020 0.006 0.008 0.002 0.004 0.001 

1,2,7,8-TeCDF 0.022 0.007 0.008 0.002 0.004 0.001 

TeCDFs 0.020 0.006 0.008 0.002 0.004 0.001 

1,2,3,7,8-PeCDF 0.026 0.008 0.009 0.003 0.005 0.001 

2,3,4,7,8-PeCDF 0.024 0.007 0.010 0.003 0.005 0.001 

PeCDFs 0.026 0.008 0.010 0.003 0.005 0.001 

1,2,3,4,7,8-HxCDF 0.05 0.02 0.015 0.004 0.007 0.002 

1,2,3,6,7,8-HxCDF 0.06 0.02 0.018 0.005 0.009 0.003 

1,2,3,7,8,9-HxCDF 0.03 0.01 0.020 0.006 0.010 0.003 

2,3,4,6,7,8-HxCDF 0.07 0.02 0.017 0.005 0.008 0.003 

HxCDFs 0.07 0.02 0.020 0.006 0.010 0.003 

1,2,3,4,6,7,8-HpCDF 0.03 0.01 0.012 0.004 0.006 0.002 

1,2,3,4,7,8,9-HpCDF 0.03 0.01 0.016 0.005 0.008 0.002 

HpCDFs 0.03 0.01 0.016 0.005 0.008 0.002 

OCDF 0.10 0.03 0.024 0.007 0.012 0.004 

3,4,4',5-TeCB(#81) 0.05 0.02 0.015 0.004 0.007 0.002 

3,3',4,4'-TeCB(#77) 0.05 0.02 0.03 0.01 0.017 0.005 

3,3',4,4',5-PeCB(#126) 0.04 0.01 0.017 0.005 0.009 0.003 

3,3',4,4',5,5'-HxCB(#169) 0.03 0.01 0.011 0.003 0.005 0.002 

2',3,4,4',5-PeCB(#123) 0.03 0.01 0.29 0.09 0.14 0.04 

2,3',4,4',5-PeCB(#118) 0.17 0.05 0.6 0.2 0.30 0.09 

2,3,3',4,4'-PeCB(#105) 0.07 0.02 0.3 0.1 0.17 0.05 

2,3,4,4',5-PeCB(#114) 0.03 0.01 0.29 0.09 0.14 0.04 

2,3',4,4',5,5'-HxCB(#167) 0.04 0.01 0.26 0.08 0.13 0.04 

2,3,3',4,4',5-HxCB(#156) 0.04 0.01 0.26 0.08 0.13 0.04 

2,3,3',4,4',5'-HxCB(#157) 0.03 0.01 0.29 0.09 0.15 0.04 

2,3,3',4,4',5,5'-HpCB(#189) 0.03 0.01 0.30 0.09 0.15 0.05 
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 (3） ポリ臭素化ジフェニルエーテル 

【分析法フローシート】 

分析法フローシートを図-18～21に示した。 

 

ろ紙  ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ  

   

ｿｯｸｽﾚｰ抽出 ﾄﾙｴﾝ16時間 ｿｯｸｽﾚｰ抽出 ｱｾﾄﾝ16時間 

   

 

定容  

   

分取  

内標準物質(ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟｽﾊﾟｲｸ)添加 

1mol/L 水酸化ｶﾘｳﾑ ｴﾀﾉｰﾙ溶液  

アルカリ分解 1時間 

ﾍｷｻﾝ洗浄水、ｴﾀﾉｰﾙ 

振とう抽出 ﾍｷｻﾝ 2回 

 
  

ヘキサン層  水 層  

  

硫酸処理 

水洗、脱水、濃縮 

硝酸銀ｼﾘｶｹﾞﾙ 

ｶﾗﾑｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌｨｰ 
5 g(5 %含水) 

ﾍｷｻﾝ 50 ml溶出 

水洗、脱水、濃縮、定容 

ＧＰＣ 
1/2分取 

ｶﾗﾑ：PAE-2000EC、移動相：ｱｾﾄﾝ、流量：4 ml/min 

 

定 容 ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加 50μl 

 

GC/MS 1μl注入 

 

図-18  大気及び降下ばいじんのﾎﾟﾘ臭素化ｼﾞﾌｪﾆﾙｴｰﾃﾙ分析法フローシート 



 

- 46 - 

風乾試料 50 g(ﾊｳｽﾀﾞｽﾄは全量) 

銅粉(ﾊｳｽﾀﾞｽﾄは除く) 

ｿｯｸｽﾚｰ抽出 ﾄﾙｴﾝ 16時間 

濃縮 

定容  

 

分取  

内標準物質(ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟｽﾊﾟｲｸ)添加 

1mol/L 水酸化ｶﾘｳﾑ ｴﾀﾉｰﾙ溶液 

アルカリ分解 1時間 

ﾍｷｻﾝ洗浄水、ｴﾀﾉｰﾙ 

振とう抽出 ﾍｷｻﾝ 2回 

 
  

ヘキサン層  水 層  

  

硫酸処理  

水洗、脱水、濃縮 

硝酸銀ｼﾘｶｹﾞﾙ 

ｶﾗﾑｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌｨｰ 
5 g(5 %含水) 

ﾍｷｻﾝ 50 ml溶出 

水洗、脱水、濃縮、定容 

ＧＰＣ 
1/2分取 

ｶﾗﾑ：PAE-2000AC、移動相：ｱｾﾄﾝ、流量：4 ml/min 

 

定 容 
ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加 50μl 

(ﾊｳｽﾀﾞｽﾄは25μl) 

 

GC/MS 1μl注入 

 

図-19  土壌、底質及びハウスダストのﾎﾟﾘ臭素化ｼﾞﾌｪﾆﾙｴｰﾃﾙ分析法フローシート 
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試 料 20 g 

内標準物質(ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟｽﾊﾟｲｸ)添加 

1mol/L 水酸化ｶﾘｳﾑ ｴﾀﾉｰﾙ溶液 

アルカリ分解 2.5～15時間(分解するまで) 

ﾍｷｻﾝ洗浄水、ｴﾀﾉｰﾙ 

振とう抽出 ﾍｷｻﾝ 2回 

 

  

ヘキサン層  水 層  

  

硫酸処理 

水洗、脱水、濃縮 

硝酸銀ｼﾘｶｹﾞﾙ 

ｶﾗﾑｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌｨｰ 
5 g(5 %含水) 

ﾍｷｻﾝ 50 ml溶出 

水洗、脱水、濃縮、定容 

ＧＰＣ 
1/2分取 

ｶﾗﾑ：PAE-2000AC、移動相：ｱｾﾄﾝ、流量：4 ml/min 

 

定 容 ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加 50μl 

 

GC/MS 1μl注入 

 

図-20  水生生物及び野生生物のﾎﾟﾘ臭素化ｼﾞﾌｪﾆﾙｴｰﾃﾙ分析法フローシート 
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試 料 80 g 

内標準物質(ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟｽﾊﾟｲｸ)添加 

振とう抽出 ｱｾﾄﾝ 2回、30分 

吸引ろ過 

濃縮 

1mol/L 水酸化ｶﾘｳﾑ ｴﾀﾉｰﾙ溶液 

アルカリ分解 1時間 

ﾍｷｻﾝ洗浄水、ｴﾀﾉｰﾙ 

振とう抽出 ﾍｷｻﾝ 2回 

 

  

ヘキサン層  水 層  

  

硫酸処理 

水洗、脱水、濃縮 

硝酸銀ｼﾘｶｹﾞﾙ 

ｶﾗﾑｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌｨｰ 
5 g(5 %含水) 

ﾍｷｻﾝ 50 ml溶出 

水洗、脱水、濃縮、定容 

ＧＰＣ 
1/2分取 

ｶﾗﾑ：PAE-2000AC、移動相：ｱｾﾄﾝ、流量：4 ml/min 

 

定 容 ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加 50μl 

 

GC/MS 1μl注入 

 

図-21  食事試料のﾎﾟﾘ臭素化ｼﾞﾌｪﾆﾙｴｰﾃﾙ分析法フローシート 
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【ガスクロマトグラフ－高分解能質量分析装置操作条件】 

機 種：Autospec ULTIMA [Micromass Ltd.] 

カラム：(a)Fused Silica DB-5HT［Agilent Technologies］ 

  長さ 30 m、内径 0.25 mm、膜厚 0.25 μm 

    (b)Fused Silica BP1［SGE］ 

 長さ 15 m、内径 0.25 mm、膜厚 0.1 μm 

導入系：スプリットレス 

温 度：試料注入口 260 ℃ 

    カラム 

    (a)120 ℃(5 min保持)→ 10 ℃/min昇温→ 200 ℃→ 3 ℃/min昇温→ 

 260 ℃(5 min保持)→ 20 ℃/min昇温→330 ℃(20 min保持) [条件1] 

 150 ℃(1 min保持)→ 5 ℃/min昇温→ 300 ℃(10 min保持) [条件2] 

    (b)120 ℃(2 min保持)→ 20 ℃/min昇温→ 220 ℃ 

      → 5 ℃/min昇温→ 270 ℃(11 min保持) 

イオン源温度：(a)300 ℃ (b)280 ℃ イオン化法：EI 

イオン化電圧：30～40 V イオン化電流：500 μA 
インターフェイス温度：(a)300 ℃ (b)280 ℃ 分 解 能：10,000 

設定質量数：  MoBDE m/z 247.9837，249.9817 

  [13C12]MoBDE m/z 260.0239，262.0219 

  DiBDE m/z 325.8942，327.8921 

  [13C12]DiBDE m/z 337.9344，339.9324 

  TrBDE m/z 405.8027，407.8006 

  [13C12]TrBDE m/z 417.8429，419.8409 

  TeBDE m/z 483.7132，485.7111 

  [13C12]TeBDE m/z 495.7534，497.7514 

 * PeBDE m/z 403.7870，405.7850 

 * [13C12]PeBDE m/z 415.8273，417.8252 

 * HxBDE m/z 481.6975，483.6955 

 * [13C12]HxBDE m/z 493.7378，495.7357 

 * HpBDE m/z 561.6060，563.6039 

 * [13C12]HpBDE m/z 573.6462，575.6442 

 *,** OcBDE m/z 639.5165，641.5144 

 *,** [13C12]OcBDE m/z 651.5567，653.5547 

 *,** NoBDE m/z 719.4250，721.4429 

 *,** [13C12]NoBDE m/z 731.4652，733.4632 

 *,** DeBDE m/z 797.3355，799.3334 

 *,** [13C12]DeBDE m/z 809.3757，811.3737 

* -2Brのフラグメントイオンで測定。 

  ** BP1カラムで測定。 



 

- 50 - 

【定量下限及び検出下限】 

   ポリ臭素化ジフェニルエーテルの標準的な定量下限及び検出下限を表-32及び33に示した。 

 

表-32 ポリ臭素化ジフェニルエーテルの定量下限・検出下限 

大気(700 m3) 

pg/m3 

降下ばいじん(3day) 

pg/m2/day 

土壌・底質(10 g) 

pg/g 

           調査媒体 
           (標準的試料量) 

分析項目 定量下限 検出下限 定量下限 検出下限 定量下限 検出下限 

4-MoBDE(#3) 0.20 0.07 280 90 14 5 

MoBDEs 0.20 0.07 280 90 14 5 

2,4-DiBDE(#7) 0.16 0.05 230 80 11 4 

4,4'-DiBDE(#15) 0.16 0.05 230 80 12 4 

DiBDEs 0.16 0.05 230 80 12 4 

2,2',4-TrBDE(#17) 0.20 0.07 280 90 14 5 

2,4,4'-TrBDE(#28) 0.20 0.07 280 90 14 5 

TrBDEs 0.20 0.07 280 90 14 5 

2,2',4,5'-TeBDE(#49) 0.18 0.06 260 90 13 4 

2,3',4',6-TeBDE(#71) 0.19 0.06 270 90 14 5 

2,2',4,4'-TeBDE(#47) 0.16 0.05 230 80 11 4 

2,3',4,4'-TeBDE(#66) 0.14 0.05 200 70 10 3 

3,3',4,4'-TeBDE(#77) 0.20 0.07 280 90 14 5 

TeBDEs 0.20 0.07 280 90 14 5 

2,2',4,4',6-PeBDE(#100) 0.15 0.05 210 70 10 3 

2,3',4,4',6-PeBDE(#119) 0.09 0.03 120 40 6 2 

2,2',4,4',5-PeBDE(#99) 0.14 0.05 200 70 10 3 

2,2',3,4,4'-PeBDE(#85) 0.22 0.07 300 100 16 5 

3,3',4,4',5-PeBDE(#126) 0.17 0.06 250 80 12 4 

PeBDEs 0.22 0.07 300 100 16 5 

2,2',4,4',5,6'-HxBDE(#154) 0.26 0.09 400 100 18 6 

2,2',4,4',5,5'-HxBDE(#153) 0.3 0.1 500 200 23 8 

2,2',3,4,4',5'-HxBDE(#138) 0.4 0.1 500 200 25 8 

2,3,3',4,4',5-HxBDE(#156) 0.23 0.08 300 100 16 5 

HxBDEs 0.4 0.1 500 200 25 8 

2,2',3,4,4',6,6'-HpBDE(#184) 0.19 0.06 270 90 14 5 

2,2',3,4,4',5',6-HpBDE(#183) 0.3 0.1 500 200 23 8 

2,3,3',4,4',5',6-HpBDE(#191) 0.4 0.1 500 200 25 8 

HpBDEs 0.4 0.1 500 200 25 8 

2,2',3,3',4,4',6,6'-OcBDE(#197) 0.3 0.1 400 100 22 7 

2,2',3,4,4',5,5',6-OcBDE(#203) 0.3 0.1 400 100 22 7 

2,2',3,3',4,4',5,6'-OcBDE(#196) 0.3 0.1 400 100 20 7 

2,3,3',4,4',5,5',6-OcBDE(#205) 0.3 0.1 400 100 22 7 

OcBDEs 0.3 0.1 400 100 22 7 

2,2',3,3',4,4',5,6,6'-NoBDE(#207) 0.7 0.2 1000 300 50 20 

2,2',3,3',4,4',5,5',6-NoBDE(#206) 0.7 0.2 1000 300 50 20 

NoBDEs 0.7 0.2 1000 300 50 20 

DeBDE(#209) 1.4 0.5 1900 600 100 30 
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表-33 ポリ臭素化ジフェニルエーテルの定量下限・検出下限 

水生生物・野生生物 

(20 g) pg/g 

食事(80 g) 

pg/g 

ハウスダスト(0.02g) 

pg/g 

           調査媒体 
           (標準的試料量) 
分析項目 定量下限 検出下限 定量下限 検出下限 定量下限 検出下限 

4-MoBDE(#3) 7 2 1.7 0.6 3000 1000 

MoBDEs 7 2 1.7 0.6 3000 1000 

2,4-DiBDE(#7) 4 1 1.0 0.3 3000 1000 

4,4'-DiBDE(#15) 4 1 1.0 0.3 3000 1000 

DiBDEs 4 1 1.0 0.3 3000 1000 

2,2',4-TrBDE(#17) 4 1 1.1 0.4 3000 1000 

2,4,4'-TrBDE(#28) 2.6 0.9 0.6 0.2 3000 1000 

TrBDEs 4 1 1.1 0.4 3000 1000 

2,2',4,5'-TeBDE(#49) 3 1 0.8 0.3 3000 1000 

2,3',4',6-TeBDE(#71) 2.7 0.9 0.7 0.2 3000 1000 

2,2',4,4'-TeBDE(#47) 5 2 1.2 0.4 2800 900 

2,3',4,4'-TeBDE(#66) 5 2 1.2 0.4 2500 800 

3,3',4,4'-TeBDE(#77) 2.7 0.9 0.7 0.2 3000 1000 

TeBDEs 5 2 1.2 0.4 3000 1000 

2,2',4,4',6-PeBDE(#100) 6 2 1.4 0.5 2600 900 

2,3',4,4',6-PeBDE(#119) 5 2 1.1 0.4 1500 500 

2,2',4,4',5-PeBDE(#99) 4 1 1.1 0.4 2500 800 

2,2',3,4,4'-PeBDE(#85) 3 1 0.8 0.3 4000 1000 

3,3',4,4',5-PeBDE(#126) 8 3 2.0 0.7 3000 1000 

PeBDEs 8 3 2.0 0.7 4000 1000 

2,2',4,4',5,6'-HxBDE(#154) 6 2 1.5 0.5 5000 2000 

2,2',4,4',5,5'-HxBDE(#153) 6 2 1.5 0.5 6000 2000 

2,2',3,4,4',5'-HxBDE(#138) 7 2 1.8 0.6 6000 2000 

2,3,3',4,4',5-HxBDE(#156) 3 1 0.8 0.3 4000 1000 

HxBDEs 7 2 1.8 0.6 6000 2000 

2,2',3,4,4',6,6'-HpBDE(#184) 9 3 2.3 0.8 3000 1000 

2,2',3,4,4',5',6-HpBDE(#183) 12 4 3 1 6000 2000 

2,3,3',4,4',5',6-HpBDE(#191) 9 3 2.4 0.8 6000 2000 

HpBDEs 12 4 3 1 6000 2000 

2,2',3,3',4,4',6,6'-OcBDE(#197) 6 2 1.6 0.5 6000 2000 

2,2',3,4,4',5,5',6-OcBDE(#203) 6 2 1.6 0.5 6000 2000 

2,2',3,3',4,4',5,6'-OcBDE(#196) 6 2 1.6 0.5 5000 2000 

2,3,3',4,4',5,5',6-OcBDE(#205) 6 2 1.6 0.5 6000 2000 

OcBDEs 6 2 1.6 0.5 6000 2000 

2,2',3,3',4,4',5,6,6'-NoBDE(#207) 13 4 3 1 13000 4000 

2,2',3,3',4,4',5,5',6-NoBDE(#206) 13 4 3 1 13000 4000 

NoBDEs 13 4 3 1 13000 4000 

DeBDE(#209) 26 9 6 2 24000 8000 

 


